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ln Energy = 1.] 4 + O.0691n GDP -O. 0351n P + O. 8061n Energy( -1) 
エネルギ一価格が上昇しの省エネルギーのうちの-部は「価格に依存しないJ省エネルギーであり、
、 、?， ， ，?』?? ?，?、
( 11.8) ( -3.28) 




-定、すなわち二度の石油危機が起こらなかった上にボした推定式で、実質原油価格が1965年度以降(1-2) ln Energy = 0.45 + O.3051n GDP -O. 0411n P + O.7291n Energy(ー 1)-O. 0077Time 
(ーl.69)(9.04) (-3.75) (1.02) (2.06) 
場合のエネルギー需要と、加えて後者の推定式で、技術進歩がストップした場合のエネルギー需要を



















































































1965 t、原子力発電には立地制約、新エネルギーには経済性の壁があり、ルギー源を切り替えることであるカ1995 1990 
1985 1980 1975 1970 
ified 午1ス(Li日本のように液化天然ガまた、天然ガスについては、大規模に拡大することは難しい。
年度
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Etj I :f年度，l部門， jエネルギー最終需要















川町/E/) = C+ al X叫叱f/Rf)+G2×川町一1/可1) (2-1) 
②競合エネルギー問の相対シェア
川町/町)= C+ a1 X川P// Pf')+ a2 X川町1/町一1) (2-2) 
p I-Z1PIEJ 










1-. r~~~~源[一 一値 |分間属 |川ント(ーI D2 1… h 7 1 (i¥;oタイ7。川 (競合エネ)vギ-iJH-とt値) 1変数 (t値) 1 (年はタ.ミ一変数の年)1 い 山口
①石炭 卜0.7488(重質油， -2.2) 10.8053 (9.8) 1-0.6391 (95年，-1.9) 1 0.8971 2.091-0.28 
0①コークス ト0.3478(重質油，-3.3) 10.9073 (15.3) 1 1 0.8891 1.4711.40 
①軽質油 卜0.0369(WP戸， -3.4) 10.7210 (14.1) 10.00251 (2.6) 10.95912.10卜0.48
l①中質油 卜0.0730(WPI叫， 0ー.9) 10.9058 (8.9) I 1 0.8441 1.3211.83 1 化 I~~~:: ~ .:: ~ : ~ ~~._2 'r.: ~'J / 1:':: ;~~- ~\ I ~ ' ::: I ~ ' :: I 
|②重質油 -0.8105 (石炭， -2.3) 10.8803 (17.2) I 1 0.95911.5410.98 
尚|②その他油 ト1.2135(軽質油， -3.6) 10.3523 (2.4) 1 1 0.7171 2.03! -0.26 
J ①天然ガス 1-0.0749 (その他泊， -0.7) 0.9799 (22.5) 1 1 0.961 I 2.59 I 1.78 
①都市ガス 1-0.7982 (巾質油， -2.7) 10.7252 (6.8) 1 1 0.944 i 1.5511.44 
①電力 1-0.0683 (重質油，-2.8) 10.8383 (12.0) 1 1 0.8321 1.381l. 72 
①自家発 1-0.1112 (重質油川，-4.0)10.8524(22.4) 1 1 0.9491 1.7010.73 
-一切士み 1-日25事函~ -1.7) 10.8960 (10.0) 1 -~ : 0.7711 2.041・0.191
ぬ |①中質油 1-0.2273 (コークス，・2.5)10.9745 (11.4) 1-0.5047 (90年，-3.6): 0.84511.4911.36) 
五 |①重質油 I -~ . ~~~~ ~石氏♂ 8) . ~ \ I ~ ' ~~~~ ~~~ . ~ ~ 1 ; ~ ' ~;~ I ~ ' :: I ~ . :: I J①その他油 1-0.3080 (都市ガス，-1.9) 10.8538 (10.3) 1 I 0.8001 1.5311.44 J 
二:①都市ガス 1-0.3373 (中質油， -4.1) 10.8535 (17.8) ; 1 0.9751 1.5311.321 
臼 i①電力 1-0.1043 (中質油. -4.8) 10.9239 (56.2) 1 0.9931 2.27 ~ -0.77 
1 |①自家発 |ω987 (石炭*l， 1ー.2) 10.8856 (8.1) L L~9~5~.9!l主竺
! |①石炭+コー クス 1-0.0261(重質油，-2.8) 10.9110 (22.1) 10.0563 (80年， 3.3) 1 0.956! 2.361-1.1 
②中質油 ト0.3614(重質油， -1.8) : 0.9897 (32.0) 1 1 0.9811 2.021-0.13 
!鉄 |①重質油 i -0.5280 (石炭， 3.9) 10.8096 (18.5) 1 10.98111.4011.37 
I①その他油 1-0.3037 (都市ガス. -3.5) 10.8827 (8.7) 1 1 0.7951 1.8710.24 
鋼 |①都市ガス :-0.3198 (巾質油，-3.0) : 0.9251 (23.1) 1 1 0.9921 2.051-0.28 
①電力 1-0.0293 (重質油，-1.7) i 0.9788 (33.0) 1 1 0.9741 1.6910.86 
①自家発 卜0.1587(石炭*1， -2.6) 10.7530 (8.1 ) 0 . 97! L]_!~主主
①コークス 1-0.1232 (中質油， -1.3) -1u.9766 (9.0) I i 0.8061 2.22・0.93
非 |①重質油 1-0.5803 (中質油， -2.4) 10.5588 (3.8) 卜0.0274(-3.1) i 0.8771 1.8310.76 i 
鉄 |①その他油 1-0.1373 (中質油，ー 0.6) 10.6837 (6.4) 1 I 0.8511 2.241-1.701 
金 !①都市ガス 1-0.4159 (中質油，-3.5) 10.8062 (13.2) :-1.0628 (81年，-7.4):0.96911.8110.51; 
属 |①電力 1-0.0575 (州ベ 1ー.5) 10.8597 (11.4)ト0.1596(90年，-2.6)i 0.8511 2.221-1.09 
→①自空三 |ア1120(中質油*1，-1.6) 10.9188Q52) ; -0.3196 (守年，-4.1)10.90412.08卜0.30
①コークス ト0.7244(中質油， 2ー.6) 10.7410 (6.0) 1-0.0180 (-l.8) 1 0.6001 2.05卜0.30
金 l①中質油 卜0.1579(都市ガス， 39) ( O 側~ ~~~.~~ I ~ ~~~~ / ~ ~\ I ~叫: . ~~I ~O!? 
回|①重質油 |ー1.1941(中質油， -2.3) 10.8446 (11.3) 1-0.0322 (-2.3) 1 0.986 i 1.221 2.31 
2!①その他油 1-0.0258 (都市ガス， 1ー.0)10.7963 (5.3) 10.3886 (94年， 1.8) 1 0.7631 2.321-1.1 
長l②都市ガス ト0.3653(中質油'_-3.2_) _， 1 ~.~~~~ ~~~ . ~~ I ~~. ~~ I~. h- ~ ~\ ! ~ .~判 l 引1.02
1①電力 |om(都市ガス 1210%77(2391 02103(昨 50)!098112ベ205|
①自家発吋 |ー1.8945(中質油判，-2.8) 10.9487 (16.0) 1 I 0.9621 2.451-0.791 
ト;①コークス 1-0.2290 (中質油~-~ 5) 10.9028 (11.0) ー ! 0.8541 2.531-1.85 
①軽質油 1-0.8304 (その他油， -1.7) 10.9093 (14.3) 1 0.930 
の |①中質油 1-0.0940 (重質油， -0.9) 10.9021 (19.0) 1 0.934 
他 |②重質油 1-0.8390 (中質油， -2.2) 10.6673 (5.4) .0.0577 (3.0) 1 0.972 
製 |①その他油 1-0.3679 (中質油， -3.2) 10.2789 (1.7) 卜0.3789(81年，-2.7)1 0.703 
造 |①天然ガス |ー0.5725(中質油， -2.3) 10.7290 (5.5) ト0.0498(-2.0) 1 0.986 
業 |①電力 1-0.0526 (中質油，-1.3) 10.9546 (18.6) ! -0.1391 (74年，-3.2) 1 0.931 









LT 価格弾性値 うゲ付き従属 タイムトレンド (d!直) R2 DW h イア) (競合エネ)げ一源とt値) 変数 (t値) (年はダミー変数の年)0.8615 (10.3) 0.0177 (2.5) 0.951 2.22 -0.81 
|林l①重質油 0.8651 (10.5) 0ー.0172 (ー2.5) 0.953 2.23i -0.81 
水 ①電 力 0ー.2792(中質油，-2.6) 0.8546 (10.9) 0.832 2.21 0ー.68
I阿哨~I①3電2自質油 トー一一一一-0.4061 (重質油.-1.2) 0.904 2.53 -l.63 質油 0ー.3911 (中質油， 1ー.3) 0.9446 (9.8) 0.852 2.61 -1. 75 力 -0.1382 (重質油， 1ー.8) 0.8567 (8.9) 0.731 2.40 ー1.31
家発 -0.0494 (重質油判， -1.0) 0.7024 (5.5) 0.491 2.23 -0.91 
質油 -0.0686 (重質油， -1.6) 0.7498 (5.8) 0.0029 (1.6) 0.944 
t①重質油 0ー.3575(中質油， -1.1) 0.7926 (6.4) 0ー.0477(-2.4) 0.987 2.121 -1.05 
i①電 力 0ー.4093(WPI*2，・1.8) 0.7599 (5.7) 0ー.7114(74年，ー 5.0) 0.946 2.18: -0.75 
①中質油 0.7171 (5.3) 0.0110 (2.0) 0.947 1.53 
:②重質油
1-0.0断(中質油 0.9) 
0.8674 (10.6) -0.0221 (-2.3) 0.979 1.89 0.13 
①都市ガス 0.8017 (9.1) 0.0159 (1.6) 0.990 2.35 -1.49 
0.4137 (2.3) 0.0427 (3.2) 0.986 1.77 2.90 
『陸|①電宮力パ*31 ;9吋 3.1 ) 0.8705 (12.1) 0.880 1.44 l.24 
0.5530 (4.6) 0.0373 (3.8) 0.983 1.80 0.40 
0.7340 (8.6) 0ー.0336(-3.5) 0.983 
(都市ガス， -0.9) 0.8818 (13.5) 0.957 
①都市ガス 0ー.3445(中質油， -4.3) 0.8926 (19.8) 0.976 
①電 力 0ー.1432(中質油， 1ー.7) 0.9598 (15.4) 0.891 
①石炭+重質油 -0.0385(総合価格， -1.8) 0.5713 (3.7) 0.964 
①中質油 0ー.1352(WPI*2， 2ー.0) 0.9787 (10.9) ー0.0082(-2.3) 0.843 l.30 1. 71 
|②重質油 1ー.3482(石炭，ー 3.9) 0.8558 (17.1) 0.970 2.26 -0.67 
①その他油 -0.4446 (中質油，ー 0.6) 0.6167 (2.2) 0.873 1.67 1.36 
回収黒液*4 1.2520 (生産額， 19.7) 0.969 0.87 
①電 力 -0.0486 (重質油， -2.6) 0.9493 (32.4) 0ー.0207(-9.5) 0.973 1.70 0.71 
















Y = A[ 8K-P + (1-8)E-p ('P 
表2.4 産業部門エネルギー需要関数
(2-4) 
[孟q 価格弾性値 うゲ付き従属 その他(説明変数とその R2 DW DE而( t値) 変数 (t値) d直，年はダミー変数の年)
0ー.0928(-2.6) 0.7569 (9.6) 0.0837 (タイムトレント.，2.9) 0.958 2.50 1ー.59
鉱業 0ー.1173(-1.0) 0.8302 (4.8) -0.2375 (67年， -1.9) 0.718 1.49 4.01 
0.0749 (タイムトレンド ，1.7) 
建設業本l -0.0483 (ーl.2) 0.5248 (3.4) 0.3857 (生産額， 2.3) 0.956 1.10 4.41 
1ー.370(付加価値率， -1.4) 
食品 -0.0822 (-2.8) 0.8242 (14.7) 0.950 2.33 1ー.06
繊維 -0.0842 (-2.5) 0.7769 (9.2) 0ー.1753(90年，-2.3) 0.738 1.81 0.35 
紙・パルプ -0.0989 (-5.0) 0.7782 (17.1) -0.0652 (89年，-2.2) 0.968 l.66 0.71 
化学 -0.0867 (-3.9) 0.9177 (26.1) 0.969 1.92 0.20 
窯業・土石川 -0.1123 (-6.4) 0.5407 (5.9) 0.1627 (生産額，3.6) 0.920 1. 71 0.91 
1ー.280(付加価値率，-3.9) 
一次金属 -0.1473 (-2.9) 10.7248 (7.0) 2.05 0ー.32
金属・機械*1 -0.1112 (-l.6) 10.5608 (3.6) 0.3060 (生産額，2.5) 1 0.968 l.05 4.68 
その他製造業*1-0.0571 (-2.1) 10.7975 (13 . ~) 0.0606 (生産額，1.1) 1 0.963 2.04 -0.28 
y 実質生産額




ln( ~) =古川-8)-pln Aー か(号)




























ln(町/町)= C+al x叫尺1/町)+a2x川町l/wi) (2-9) 













































































用途 価格弾性値 うグ付き従属 その他(説明変数とその R2 
(式のタイt) (t値) 変数 (t値) di直，年はタ.ミ一変数の年)
暖房用
①電力 -0.1066 (-2.2) 0.9654 (25.8) 0.972 
②都市ガス -0.1151 (-3.8) 0.7643 (11.1) 0.l851 (93年， 3.0) 0.878 
①石炭 0ー.2382(-1.3) 0.8323 (11.6) 0.829 
冷房用
②都市ガス*1 -1.8758 (-4.2) 0.2918 (2.3) 0.7510 (都市カ.ス暖房シェア， 1.3) 0.948 
石油*2 0ー.1496(-4.3) 0.7211 (12.5) 0.2789 (生産額， 4.3) 0.983 
給湯用
②都市ガス 0ー.2141(-5.2) 0.8347 (18.9) 0.978 
石油*2 0ー.0955(-4.1) 0.8601 (27.2) 0.970 
①石炭 0ー.3650(-2.6) 0.8104 (11.1) 0.815 
厨房用






用途 価格弾性値 うグ付き従属 その他(説明変数とその
(式のタイt) (t 値) 変数 (t値) di直，年はダミー変数の年)
暖房用
①電力 0ー.2172(-2.5) 0.0147 (機器普及率， 1l.8) 
0ー.3827(79年， -3.1) 
①灯油 1-0.0263 (-0.7) 0.8253 (22.3) -0.00138 (タイムトレンド， -1.4) 
給湯用
①電力 幽0.1291(-1.3) 0.7716 (41.7) 1.5889 (戸建住宅比率， 4.1) 
①LPG 0ー.1081(-1.6) 0.3283 (18.1) 













1.82 0.43 I 
1.46 I 1.42 I 














用途 |価格弾性値(値)1うグ付き従属t 変数 (t値)
生産額 (t値) R2 
暖房用 -0.1165 (-3.4) 07936 (15.3) 0.0891 (2.2) 0.961 
冷房用 0ー.0890(-0.7) 0.6176 (4.9) 10.4757 (2.6) 0.960 
給湯用 -0.1187 (-4.5) 0.8216 (19.5) 0.0887 (2.9) 0.979 
厨房用 0.8801 (12.6) 0.1260 (1.8) 0.994 







暖房用*1 -0.2483 (-7.6) 0.8318 (7.9) 
冷房用*1 1-0.1852 (-0.9) 
給湯用*2 0.2558 (1.5) 
厨房用 書0.4211(-3.5) 0ー.3063(-4.6) 







0.2210 (高齢者比率， 2.5) 
0.00053 (暖房テ'ゲリデゥ6.2)
0.0464 (機器普及率， 16.2) 
6ー.807(女子労働力率， -6.4) 
0.8170 (一期前， 15.3) 
0.5467 (一期前， 7.1) 




























表2.9 運輸部門エネルギー需要関数 表2.10 価格弾性値の推定結果
「 用途
ー 一一←
DW||Duh rbm 価格弾性値 7グ付き従属 その他(説明変数とその R2 
(tイ直) 変数 (t値) t値，年はダミー変数の年)
自動車輸送人初 -0.2275 (-3.2) 2.0713 (可処分所得， 21.4) 0.975 0.63 
航空輸送人相 0.7438 (10.2) 0.4567 (国内総生産， 2.6) 0.993 1.31 0.71 
自動車輸送トンキロ -0.1387 (-1.4) 1.5138 (国内総生産， 8.5) 0.964 0.38 
0ー.0177(タイムトレンド， 2ー.1)
旅客用力.ソリン*1 0.7550 (10.0) 0.4170 (可処分所得， 2.6) 0.972 2.45 
-0.0042 (タイムトレンド， -1.8) 
-0.0623 (88年，ー 2.2)
i貨物用がソリン*2 0.9047 (11.1) 0ー.0064(タイムトレンド， -1.1) 0.987 0.74 3.46 
旅客用軽油*1 0.7667 (10.6) 0ー.0031(タイムトレンド， ・1.3) 0.960 1.55 0.98 
貨物用軽油 -0.1094 (-3.9) 0.3854 (4.1) 1.406 (国内総生産， 5.5) 0.997 1. 78 0.49 
-0.0142 (タイムトレンド， 1ー.5)
鉄道用軽油 -0.2507 (-5.5) 0.9044 (23.5) 0.966 1.96 0.10 
旅客用LPG -0.4113 ( -1.5) 0.5900 (3.2) 0.1379 (国内総生産， 1.6) 0.519 1.82 0.85 
0.2745 (83年， 2.6) 
船舶用重油 0ー.1091(-3.0) 0.9349 (18.0) 0ー.3309(90年， -4.5) 0.935 1.66 0.76 
航空用γェット燃料 0.8066 (12.9) 0.1944 (国内総生産， 2.0) 0.993 1.73 0.50 
鉄道用電力計 0ー.1212(-4.7) 0.6173 (8.0) 0.2927 (国内総生産， 5.4) 0.994 1.87 -0.20 









鉱業 -0.12 I -0.69 自動車トンキロ | -0.17 
建設業 -0.05 -0.10 i運 旅客ガソリン
食料品 -0.08 -0.47 輸 旅客LPG -0.41 -1.00 
繊維 -0.08 -0.38 部貨物軽油 -0.11 -0.18 
業 紙・パルプ -0.10 
045r 
-0.11 -l.77 
立ロ1リ~ :化学工業 -0.09 -1.05 I エツト燃料
| 0.12 |事門 i窯業土石 -0.11 -024 1 道電力一次金属 -0.15 -0.54 房用
金属機械 -0.11 -0.25 家冷房用
その他製造 -0.06 -0.28 I 庭 給湯用 l~ι1;; r ー ---- 部i暖房用 -0.12 -0.56 門 厨房用業 冷房用 -0.09 -0.23 |その他用
務 一 一一
部
給湯用 -0.12 -0.68 

























? 】 ? ?
?
PPAV / WPI = -4. ]02 + O. 7496牢PIN/ WPI・23.32* In(HORF / OLRF) 











PEAK = (EPIN + EPTR) / 0.755 + EPCMO / 0.399 + EPCMC / 0.263 
、 (9.8) (4.3) (1. 6) 
+ EPREO / 0.620 + EPREC /0.157 
(2.3) (3.1) 



















EPTR 運輸部門 " 
EPCMO 業務部門 " (冷房用除く)
EPCMC 業務部門 " (冷房用)
EPREO 家庭部門 " (冷房用除く)
EPREC 家庭部門 " (冷房用)
(係数の下の括弧内はその係数のd直を表す)
-費目別費用関数
UCLA = O.∞56 + O.000089吋 PI+ 0.241牢UCLA(-1) + 0.0025キDUMOIL1
(7.3) (4.3) (2.0) (5.2) (2-12) 
エネルギ一価格
物価指数
1971-95， R2=0.979， D.W.=1.47， Durbin's h=1.68 
ln( UCCA) = -3.280 + 0.2461 * ln(SEL( -1) / WPI( -1)) + 0.6728 * ln(UCCA(ー1)) 






1971-95， R2=0.985， D.W.=1.69， Durbin's h=0.61 
ln( UCRP) = -5.906 + O.4348 * ln( SEL( -1) / WPI(ー1))+0.5431牢ln(UCRP(ー1)) 
(-5.0) (4.9) (6.1) (2-14) 
|部門別年負荷率I. 



















燃料種 原単位 (g-Cふ1cal) 燃料種 原単位 (g-ClMc~l) 1
石炭 原料炭 99.00 石油製品 ガソリン 76.58 
国産一般炭 104.22 ナフサ 76.05 
輸入一般炭 103目44 ジェット燃料 76.65 
コークス等*1 コークス "'"'10 灯油 77.48 
コークス炉カ.ス "'"'10 軽油 78.39 
高炉ガス "'"'10 A重油 79.11 
ト一一一一一一 C重油 81.80 原油 78.11 
潤滑油 80.47 
天然ガス 56.39 石油コークス 106.12 
都市ガス*2 90 (1965年度)→ 58(1995年度) LPG 68.33 
電力*2 210 (1969年度)→ 125(1995年度)
」
ln( CCPTG / WPI * 100)) = 0.8837 + 0.3646什n(TGF!)+ 0.6787 * ln( CCPTG(一1)/ WPl( -1)牢 l∞)
(3.1) (2.1) (5.1) (2-15) 勺 コークス転換で産出する全燃料の平均原単位
本2 都市ガスと電力はエネルギー源の構成で毎年原単位が異なり、天然ガスや原子力の導入で減少傾向にある。




























1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995年度
図2.9 C02排出量(化石燃料起源)








Theil' s Incquality Coefficicnt = -r--， _l 、112r J 、12















u!炭一次供給 | 日克一「 コークス最終消費
石油製品最終消費t ー ‘ 8-*{)iJ~ 2.2% 
し 天然ガス一次供給 r- 0.5% 
|最終エネルギー消費計l l戎
」 産業部門 | 12% 
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図2.20 最終テスト結果(石炭最終消費) 図2.23 最終テスト結果(都市ガス最終消費)
1010kcal 
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1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 
図2.22 最終テスト結果(石油製品最終消費) 図2.25 最終テスト結果 (C02排出量(日本全体)) 
??? ?? ?、?






















2. 2. 1 BAUケース
3.5 



































(0.7%) (1.7%) (-0.6%) (-0.4%) 
1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 
図2.28 最終テスト結果(電灯電力総合単価)






名目原油価格 18.1 23.0 28.4 35.1 
(ドル/バレル)」一 (4.9) (4.3) (4.3) 
4.5 
!元怠レー ト 94.1 112.2 116.7 121.5 
(円/ ドル) (3.6) (0.8) (0.8) 
l.7 
実質GDP 461.5 498.5 555.8 598.3 
(90年価格兆円) (1.6) (2.2) ( 1.5) 1.7 
卸売物価指数 92.2 96.2 101.6 107.6 
(90年=100) (0.9) (1.2) (1.1) 1.0 
消費者物価指数 100.0 106.1 119.5 135.2 
(95年=100) (1.2) (2.4) (2.5) 2.0 
一産業部門別生産額 1995'"'-'2000 2000'"'-'2005 2005"-'2010 
成長率(%) 年平均 年平均 年平均
農林水産業 -0.5 -0.9 -1.4 ← 0.9 
鉱業 一3.2 -2.4 -l.9 -2.5 
建設業 -0.2 1.2 0.3 0.4 
食品 1.1 0.5 0.2 0.6 
繊維 -0.3 -0.2 -1.6 -0.7 
紙・パルプ -0.1 0.7 -0.2 0.1 
化学工業 1.9 2.1 1.3 1.8 
窯業・土石 -0.9 0.6 ー 0.4 -0.2 
一次金属 1.1 2.1 0.7 l.3 
金属機械 3.0 3.5 2.6 3.0 
その他製造 0.1 0.3 -0.8 -0.1 
サービス業 1.6 2.7 1.8 2.0 







2. 2. 2 炭素税ケース
C02排出抑制目標は、総合エネルギー調査会需給部会の中間報告[2.15]で示された排出抑制目標に則





















輸 原油税込輸入価格 29，191円/kl 0.7225 ton-C/kl 
入 一般炭輸入crF価格 9，157円/ton 0.6413 ton-C/ton 
価 LNG輸入crF価格 41，494円/ton 0.7331 ton-C/ton 
格 LPG輸入crF価格 27，344 fIJ/ton 0.8200 torトC/ton
ガソリン価格 136.5円/1 0.6433 kg-C/l 
灯油価格 80.2円/1 0.6896 kg-C/l 
軽油価格(輸送用) 11.8円Il 0.7212 kg・C/l
国 A重油価格 74.5円1 0.7357 kg-C/l 
内 C重油価格 32.9円/1 0.8016 kg-C/I 



















































































C02排出量(炭素換算百万トン) 346.7 287.2 -17.2% 
一次工ネ)vf-総供給(原油換算億kl) 7.00 5.98 -14.5% 
石炭 1.24 0.96 -22.9% 
石油 3.38 2.69 -20.5% 
天然ガス 0.85 0.80 -5.7% 
原子力・水力 1.42 1.42 :! 0.0% 
新エネ・その他 0.1 0.12 + 8.5% 
最終エネルキ.一消費(原油換算億kl) 4.51 3.84 -14.7% 
産業部門 2.00 1.50 -24.8% 
業務部門 0.62 0.56 - 9.1% 
家庭部門 0.69 0.67 - 3.6% 
運輸部門 1.10 1.02 - 7.7% 
非政)同-消費 0.10 0.10 - 0.9% 
部門別平均エネルギー 価格(円/McaZ) 15.2 20.7 +36.6% 
産業部門 9.2 14.3 +54.9% 
業務部門 22.3 28.4 +27.2% 
家庭部門 28.0 32.4 + 15.6% 










































































COP3で採用が定められた、排出権取引やクリーン開発メカニズム CClean Development Mechanism， 
CDM)なと、の国際協力の枠組みを実施する上でも重要であると考えられる。
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6人以上5 4 3 2 
日 本 米 国 一
GDP、デフレータ 国民経済計算年報(経企庁) Survey of Current BusinessのOC)
エネルギー消費量(全国)総合エネルギー統計(通産省) State Energy Data Report (DOE) 一」
エネルギー消費量(産業)I石油等消費構造統計(通産省)




運輸関係エネルギー要覧(運輸省)I Transportation Energy Data Book (ORNL) 
運輸経済統計要覧(運輸省) ， Highway Statistics (DOT) 
エネルギー消費量(業務)民生部門エネルギー消費実態調査ICommercial Buildings Energy 
業種別床面積 (日本エネルギー経済研究所) Consumption Survey (DOE) 
エネルギー消費量(家庭)
家庭用エネルギー統計年報 Residential Energy Consumption Survey 
(住環境計画研究所) 。コOE)
冷暖房デグリデー 理科年表(東京天文台) Monthly Energy ReviewのOE)
人口、刊:帯数、国土面積 日本の統計(総務庁)
Statistical Abstract of the United States 
(DOC) 
住宅床面積 住宅統計調査(総務庁)
American Housing Survey for the United 
States (DOC) 
部門別生産額・付加価値 工業統計表(通産省)
Statistical Abstract of the United States 
(DOC) 
素材生産量 日本の統計(総務庁) Commodity Year Book (CRB)一
エネルギー価格、為替レ Energy Balances of OECD Countries (OECDIIEA) 
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変数名 意味 変数名 意味
NEWCAR 新車登録台数 MPGCAR 乗用車平均燃費
CARS 乗用車登録台数 MPGPT ハ。ーソナルトラック平均燃費
PTRUCKS ハ。ーソナJVトラック登録台数 MPGOT その他のトうけ平均燃費
OTRUCKS その他のトラック登録台数 DPSCRAP 廃車率
VMCAR 乗用車走行距離 PGASO Yソリン価格
AVCAR 乗用車一台当たり平均走行距離 CPI 消費者物価指数
AVPT ハ。ーソナルトラック一台当たり平均走行距離 IP. 鉱工業生産指数
AVOT その他のトラック一台当たり平均走行距離 GNP 実質国民総生産
FCCAR 乗用車燃料消費量 PGNP GNPテ.7レータ
FCPT ハ。ー ソナルトラック燃料消費量 TIME タイムトレンド項 (西暦年)








新車登録台数 =f (世帯当たり平均所得(+)，ガソリン価格(-)) 



























刊 CorporateA ve噌 FuelEconomy。企業別に毎年販売する自動車明記IJ平均燃費のす長定めたものであり、














NEWCAR = 10698.5 +31700.1' (GNP/GNP(ー1)ー1)-1377.30・(PGASO/CPI)
(12.56) (5.25) (-2.02) 
(1970-1990) R2 = 0.681330， SER判0=625.488. D.W. = 1.47155 
LOG(MPGNEW) =ー20.6027+0.136402'LOG(PGASO/CPI) +0.011049'TIME 
(ー3.09) (2.97) (3.18) 
+0.597769' LOG(MPGNEW(-l))ー0.071001'DUM6079 
(5.2) (-1.50) 
(1966-1989) R2 = 0.981974， SER = 0.786027， D.W. = 1.50003 
CARS = CARS(ー1)・(1-DPSCRAP)+NEWCAR 




(1965-1990) .R2 = 0.991996， SER = 18.9032. D.W. = 1.70376 
AVCAR = VMCAR/CARS'1000000 
MPGCAR = -0.161489 +0.998079・(MPGNEW'NEWCAR+MPGCAR(-l)・(CARS-NEWCAR))/CARS
(-0.52) (50.46) 
(1966・1989) R2 = 0.991043， SER = 0.221518， D.W. = 2.03322 
FCCAR = CARS' AVCARlMPGCARllOOOOOO 
判oStandard Error of Regression。回帰の標準誤差。
-48-
-パーソナルトラック
PTRUCKS/PTRUCKS(ー1) 1ー= 6.44074 +0.248424' (GNP/GNP(・0・1)
(7.66) (2.43) 
-0.015003' PGASO(-l)/CPI(-l) 0ー.00322192'TIME 
(-1.46) (ー7.62)
(1969-1990) R2 = 0.998799， SER = 196.107， D.W. = 2.78596 
LOG(AVPT) = -4.61547 -0.067388' LOG(PGASO/CPI) +0.00382531'TIME 
(-1.40) (-2.66) (l.71) 
+0.678761' LOG(AVPT(-l)) 
(4.99) 
(1970-1990) R2 = 0.953181， SER = 195.786. D.W. = 1.65362 
LOG(MPGPT) = -24.0997 +0.076802' LOG(PGASO/CPI) +0.013192 'TIME 
(-4.68) (3.98) (4.69) 
+0.179395・LOG(MPGPT(-l))
(1.02) 
(1967-1990) R2 = 0.991191. SER = 0.124262， D.W. = 1.54665 
FCPT = PTRUCKS' AVPT/MPGPT/1000000 
-その他のトラック
OTRUCKS = -4066.06 +1298.97' LOGOIP) -219.475' (PGASO/PGNP) +0.895467' OTRUCKS(-l) 
(-1.27) (1.61) (-1.06) (16.18) 
(1970-1990) R2 = 0.996908， SER = 148.319， D.W. = 1.61807 
LOG(AVOT) = -14.7147 -0.053613'LOG(PGASO/CPI) +0.010143'TIME +0.445031'LOG(AVOT(-1)) 
(-2.57) (-2.05) (2.68) (2.35) 
(1970-1990) R2 = 0.968018. SER = 339.194， D.W. = 1.40819 
LOG(MPGOT) = -6.11055 +0.016971・LOG(PGASO/PGNP)+0.00349496'TIME 
(-1.99) (0.92) (2.04) 
+0.611210・LOG(MPGOT(-l)))
(3.71) 
(1970・1990) R2 = 0.959174， SER = 0.101575， D.W. = 1.63150 








































米 国 日 本
自国データIIEAデータ 自国データ IEAデータ
産 業 564.0 488.7 164.4 150.2 
運 輸 563.3 488.9 71.2 66.3 
「家庭 244.4 250.6 42.5 34.0 
業 務 167.7 161.0 33.1 25.6 
その他 4.1 10.7 
一次供給 2.049.8 1，955.0 447.6 411.6 
出典:[3 1 Jo
(1) 製造業












表3.5 製造業部門別エネルギー原単位 表3.6 旅客需要と貨物需要 (1989年)
(1988年価格百万ドル当たり石油換算トン) (一一工 日 工二一一日*一一「
I 旅客需要 | 貨物需要 旅客需要 | 貨物需要
I I (10億人キロ) I (10億トンキロ) (10億人キロ) I (10億トンキロ)
乗用車1 4，216 I 84% I I -i 7361 58%| - i -
バス ー 193 4% I - I Iー 109 9広一
同71ルプ
米国 (1988年) 日本 (1989年) I 米国/日本
生産額 VA 生産額 | VA 生産額 VA 
375.8 801.6 仁198.1I 57と立 1.9 1.4 
トー
紙 701.4 1.385.7 384.4 1，139.1 1.8 1.2 
板紙 1.177.0 2.154.9 332.7 1，046.7 3.5 2.1 
化学 斗 268.9 520.3 119.7 239.0 2.2 2.2 
ト一一一一一ー
窯業・土石。 409.0 740.2 271.7 535.8 1.5 1.4 
セメント 1.998.4 3.797.6 1，404.0 2，838.7 1.4 1.3 
一次金属 433.3 1，129.7 322.7 976.1 1.3 1.2 
高炉 979.2 2，359.4 689.5 1，685.4 1.4 1.4 
アルミ 776.2 1645.6 273.3 648.5 2.8 2.5 
その他製造 43.0 84.8 17.1 49.8 2.5 l.7 
よ口』 計 113.8 232.4 65.3 181.2 1.7 l.3 
トラック 28% 
鉄道 41 1% i 1.631 40% 369 29% 
航空 559 11% 16 0.4% 47 4% 
型二 1.312 32% 6 0.5% 5，009 100% 4，112 100% 1.267 
表3.7 輸送機関別エネルギー原単位と燃費 (1989年)
出典:[3.1] 0 「ー米国 日本 米国/日本
旅客 貨物 燃費 旅客 貨物 燃費 旅客 貨物 |燃費 ;
乗用車 70.4 8.0 47.4! - 9.8 1.5 0.8 
パス 15.5 ~ - i 3.5 1.0 0.7 
トラック 539125 l 103.0 7.5 0.5 0.4 I 
鉄道 49.5 6.7 I 10.1 13.6 13.6 4.9 0.5 
「
航空 75.8 40.2 544.5 544.5 2.0 
船舶 6.3 284.1 11.9 1.9 0.5 
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米 国 i日 本 (1988年) 米国/日本 つ
(1987年) 補正前 補正後*1 補正前 補正後
暖房 13，782 2，928 6，366 4.7 2.2 
「下子房 4，562 3，624 4.004 1.3 1.1 
冷房 1，260 357 555 3.5 2.3 
|その他 5，848 2.927 2，927 













新型乗用車 乗用車ストック 自家用トラック 貨物用トラック
登録台数 -12.1 % -9.7% ー15.0% -9.0% 
走行距離 -7.8% -14.4% 7ー.1%
平均燃費 +11.2% +0.6% +6.5% 十2.8%
(絶対値) *1 28.3→31.5 20.1→20.4 13.6→14.4 8.6→8.8 



















製造業 I 運輸 |l 運輸 家庭 i 業務(旅客)I (貨物)
部門合計 67.7 -26.3 31.6 23.2 12.0 27.1 
価格効果(米国) 11.8 4.2 
エネルギー構成 0.6 -3.0 2.0 3.2 1ー.1
産業構造 -4.0 
プロダク トミックス -23.0 
輸送機関構成 10.8 1ー5.9























400 ~ . 
約1.35倍












































































人口(百万人) 125.6 45.1 2.8 
名目GDP(95年価格10億ドル)* 1 5，135.2 456.6 11.2 
名目GDP(95年価格10億ドル)叫 2.751.8 564.6 4.9 
一次エネルギー国内供給 (MTOE) 515.5 149.1 3.5 
人口当たり実質GDP($1000/人)* 1 40.9 10.1 4.0 
人口当たり実質GDP($1000/人)叫 21.9 12.5 1.8 
人口当たり工ネJH'-(TOE/人) 4.1 3.3 1.2 
名目GDP当たりエネルギー (TOE/mil.$)刊
一一ト一一一
100.4 326.5 0.3 
名目GDP当たりエネルギー (TOE/mil.$) *2 187.3 264.1 0.7 
10000 







図3.8 日本と韓国の人口当たり実質GDPと人口当たりエネルギー消費の関係 一 日本 韓国 日本/韓国169.1 47.6% 61.4 52.0% 2.8 うち製造業 150.6 42.4% 56.9 48.2% 2.6 その他の産業 3.8% 18.5 5.2% 4.5 4.1 
家庭部門 49.8 14.0% 21.9 18.6% 2.3 
業務部門 42.7 12.0% 9.9 8.4% 4.3 
運輸部門 85.5 24.1 % 23.2 19.7% 3.7 
うち旅客 53.5 15.1 % 14.9 12.6% 3.6 
うち貨物 32.0 9.0% 8.3 7.0% 3.9 一ー
非エネルギー消費 8.2 2.3% 1.6 1.4% 5.1 





















日 本 韓 国
旅客需要 貨物需要 旅客需要 貨物需要
(10億人キロ) (10億トンキロ) ( 10億人キロ) (10億トンキロ)
展肩章一 ーー一ーー ‘ー一ー -r一一-ー一-一 ←一一 一ー ー820 I 59% 63.2 32% 
ヤ一
バス 97 7% L 80空 41% 一 一一
トラック 295 53% ↑ | 52.8 48% 
|鉄道 ←- 400 29% 25 4.5% 45.0 23% 1 13.8 12% 
トー一一一一 トー ー
航空 65 4.7% 0.9 0.2% 7.4 3.8% 0.1 0.1% 
船舶 238 43% ~-~}~ 43.9 40% 






日本物 li 韓国 韓国/日本
(旅客貨 旅客貨物 旅客 貨物
乗用車 59.3 140.4 - I 2.4 
一 一
3.6 パス 17.8 63.6 
トラック 108.5 136.8 1.3 
!鉄道 4.1 11.1 7.1 10.6 1.7 1.0 
航空 42.4 570.3 63.5 48.8 1.5 0.1 
0.6 ! 船舶 335.1 12.6 200.8 20.3 1.6 
合計 40.8 64.0 75.7 74.7 
日本 韓国 韓国/日本
生産額 VA 生産額 VA 生産額 VA 
紙パルプ 109.3 316.8 128.3 440.3 1.2 1.4 
化学 198，9 615.6 381.8 1.349.1 1.9 2.2 
窯業・土石 133.5 319.5 306.2 842.5 2.3 2.6 
一次金属 177.8 663.7 232.3 1，065.8 1.3 1.6 
その他製造 10.5 31.6 30.3 106.6 2.9 3.4 

































項 「長 韓国 日/韓
世帯数(百万世帯) 43.9 13.0 3.4 
世帯当たり人員数(人/世帯) 2.9 3.5 0.8 
戸λ当たり床面積(ぱ/人) 31.8 16.8 1.9 
持ち家比率 59.8% 74.9% 0.8 
iセ今戸ン建トて比率 59.2% 59.5% 1.0 
ラルヒーティング普及率 3.9% 100% 0.04 
エネルギー支出の所得に占める割合 2.8% 2.3% 1.2 
民主這当たり室数 4.9 3.1 1.6 
新築住宅の平均床面積(ぱ) 92.9 83.6 1.1 
I既暖設房住デ宅グの平均床面積(ぱ) 91.9 58.5 1.6 トー ー
リデー (180C基準) 1.919 2，739 0.7 
冷房デグリデー (18t基準) 835 646 1.3 
出典:[3 3]0 
表3.19 世帯当たり用途別エネルギー消費 (1995年， Mcal!t世帯/年)
i 日 本
韓国 日本/韓国
補正前 補正後 補正前 補正後
暖房 3.047 10，605 1，679 0.3 0.3 
給湯 3，806 3，806 3，128 1.0 1.2 
冷房 263 70 141 3.8 1.9 
その他 3，868 1，095 1.095 3.5 3.5 













日 本 韓 国 語1床面積 割合 床面積 割合
学校・試験研究機関 328.3 22.0% 3351121% 9.8 
飲食庖 56.9 3.8% 49.6 ! 17.9% 1.1 
病院・医療関連施設 73.8 4.9% 9.2 3.3% 8.0 
ホテル・旅館 88.8 5.9% 13.5 4.9% 6.6 
卸・小売業 355.9 23.8% 70.3 25.4% 5.1 
事務所ビル 393.8 26.4% 36.2 13.1 % 10.9 
その他サービス業 195.5 13.1 % 64.9 23.4% 30! 
l業務用平均 1，492.9 100% 277.2 100% 
出典:[3.3]0 
表3.21 業種別エネルギー原単位 (1995年， Mcal/ni) 
日 本 韓国 |日/韓
i学校・試験研究機関 84.9 135.5 0.6 
i飲食庖 622.8 3050 i 2.0 
400.2 449.0 0.9 
出!卸主・ル・旅館 455.3 517.0 
0.9 
小売業 342.7 261.6 1.3 
事務所ビル 179.5 190.8 0.9 
その他サービス業 188.4 209.4 0.9 
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gs 300 t (1999-2010年)







， . - デルの開発が必要である。????? ?? ???? ?
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1八， 直接負荷制御 ピーク季の電力消費を減少さピークカット 随時調整契約 せることにより、電力系統にエコベンダー(蓄熱 対するピーク負荷を削減す型自販機)奨励金 る。
kWti￥ 深夜電力 オフピーク時に負荷を増大さボトムアップ 第2深夜電力 せ、発電所の設備利用率を向
上する。
時間
kW ~立 季時別料金 ピーク季時に発生するであろ負荷移行 年間調整契約 う負荷をオフピーク時に移行
(ロードシフト) 計画調整契約 し、ピークカットとボトムア
時間 蓄熱調整契約 ップを同時に実現する。
.八 省エネ情報の提供 需要家のエネルギー利用効率省エネ エネルギー診断 の改善を促すことにより、負
高効率機器奨励金 荷時間全体を通して需要と環
'惨時間 境負荷を減少させる。
















































































































全体に占める 1種類 2種類4人 l割合が小さい (子供2人) (子供，学生)
ため考慮せず 1種類 2種類












消費動向調査年報 I I 
(経済企画庁) ト |ー砂 ①主要家電製品別
全国消費実態調査II 普及率・保有台数














「主婦J、 「子供J、 「学生J、 「高齢者」のいずれかの個人の組合せで構成されるとしている。こ

































r 、、、 高時数訪問 l午ご3湖Y!ll南訟l 生活行動 家電機器 挙枠懇:1172人波務人以来質、帯
1 宅
題 根 電気毛布 0.97 0.97 0.97 105 
電気釜 0.62 0.62 0.62 829 
炊 事 電子レンジ 0.65 0.65 0.65 1，077 
家 オーブン 0.70 0.70 0.70 1，110 
事 掃 除 掃除機 1.00 1.00 1.49 680 
洗濯機 1.00 1.00 1.13 376 
洗濯
衣類乾燥機 0.15 0.15 0.15 1，052 
マ テレビ テレビ 1.00 2.00 2.29 157 
ス
メ CDプレーヤー 0.34 0.34 0.53 30 
ア
レコード・ CD
オーディオ 0.59 0.59 0.68 105 
イ
ア ビデオ vrR 0.67 0.67 1.03 40 
常時使用
暖房便座 0.15 0.15 0.15 65 








































( 1990~下 kWh/世帯/ 日 )
有男礎子 有女頃子単身「tE事栴室 高齢者
z 包帯 3) 
I膏
4人世相 5人tit楕 世6帯人 全平世~帯
共樗ぎ
車主事事業事 夫子婦供+ 夫子婦f共+ 生夫鮮+婦高+ 子夫+婦Z+Z 夫子婦供+ 古夫学婦+Z+E 二夫子婦+Z+E 
j¥1ti o:OfT 0.25 I 0.03 I 0.14 0.25 0.41 0.41 0.41 0.41 I 0.41 0.41 0.41 I 0.41 0.41 0.41 0.33 
[子レンノ OO6T 0.06 I 0.06 I 0β6 0.12 0.12 0.18 0.18 0.24 I 0.24 0.24 0.31 I 0.31 031 0.37 0.19 
i! 葬品
0.01 I 0.12 I 0ρ3 I 0.14 0.12 028 0.42 0.42 0.42 I 0.42 0.42 0.42 I 0.42 0.42 0.42 0.30 
~ G.OOT 0.06 I 0.01 I 0.03 0.06 0.15 0.16 0.16 0.16 I 0.16 0.16 0.16 I 0.16 0.16 0.16 0.12 
0.12 0.12 0.12 0.12 0.15 0.15 0.23 0.23 0.23 0.23 0.23 023 0.23 0.23 0.23 0.19 
定 0.13 0.15 010 0.25 0.56 0.71 104 1.04 1.26 1.61 1.61 1.49 1.84 1.83 2
.06 0.99 
負 C07"lr-ヤー 0.00 0.01 0.02 。o。 0.01 0.01 0.03 0.05 0.04 0.05 0.03 0.06 0.09 0.04 0.08 0.03 
荷可VI T R 。∞ 0.00 0.01 0.00 0.01 0.01 0.02 0.03 0.03 0.03 0.02 0.4 0.04 003 
0.04 0.02 
ムーし7ト 0.00 0.01 0.01 0.03 0.01 0.02 0.03 0.02 0.03 0.06 0.06 0.04 0.06 0.06 0.07 0.03 
情冷明罵間贋 t{(夏冬ctr，悶糊a)a R)
0.90 1.48 0.81 1.96 1.85 3.32 3.15 3.88 3.30 3.30 3.12 3.03 3.40 3.34 3.86 2.80 
2.28 2.28 2.28 2.28 228 2.28 2.85 2.85 2.85 21860 5 2.85 
2.85 2.85 2.85 2.85 2.61 
平 1.28 1.28 128 1.28 1.28 1白28 1.60 1.60 1.60 1.60 1.60 1.60 1.60 1.60 1.47 
F弓長L 1.79 1.79 1.79 1.79 1.79 1.79 2.25 225 2.25 225 2.25 2.25 2.25 225 2.25 2.06 
電気温水総({(中i冬E間剣j!)J糊)) ) 
0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 
節 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 097 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 097 
日 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 084 0.84 0.84 
目リエアコン t(s冬t刻紛j) 1.28 1.46 1.08 222 1.72 2.34 
5.49 6.45 5.69 6.31 6.63 6ゐ33 6.55 6.59 6.97 4.34 
0.44 0.54 0.34 1.23 0.69 1.34 2.96 3.91 3.24 3.84 4.02 3.71 4.02 3.99 4.46 2.49 
負
扇曹京風τ慢五つ 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.22 1.52 1.52 1.52 1.52 1.52 1.52 2.05 2.05 2.05 2.05 2.05 2，05 2.05 2.05 2.05 1.82 
荷 1周 R.1io且量 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 
議長'"')ト 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 109 0.04 0.04 0.04 0.05 0.08 0.08 0.12 0.12 0.17 0.16 0.17 0.21 0.20 0.21 0.25 0.12 
夏冬中間E剣H期(65(1日3間1日) 間)
5.67 6.85 5.41 8.10 798 10.65 15.01 16.72 15.67 16.67 16.78 16.36 17.36 17.28 18.53 12.87 
平 6.93 8.03 6.77 9.21 9.05 11.76 14.72 16.44 15司47 16.45 16.42 15.99 17.08 16.93 18.27 13.21 
k句 3.89 4.89 3.83 5.38 5.77 7.81 8.76 9.52 9.23 9.61 9.40 9.28 10.06 9.93 10.80 7.89 
平日平均 5.09 6.16 4.96 7.01 7.14 9.50 11.80 13.04 12.39 13.07 12.99 1272 13.63 13.50 14.59 10.45 
。気量E 0.01 0.25 0.03 0.14 0.25 0.41 0.41 0.41 0.41 0.41 0.41 0.41 0.41 0.41 0.41 0.33 
0.06 0.06 0.06 0.06 0.12 0.12 0.18 0.18 0.24 0.24 0.24 0.31 0.31 0.31 0.37 0.19 
譲二i昼 0.01 0.12 0.03 0.14 0.12 0.28 0.42 0.42 0.42 042 0.42 0.42 0.42 0.42 0.42 0.30 ~ 0.00 0.06 0.01 0.03 0.06 0.15 0.16 0.16 0.16 。守16 0.16 0.16 0.16 0.16 0.16 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 0.15 0.15 0.23 0.23 0.23 0.23 0.23 0.23 0.23 0.23 0.23 0.19 
定テレヒ 0.15 0.14 0.11 022 0.58 0.68 1.05 1.04 1.32 1.55 1.56 1.59 1.80 1.83 2.08 1.00 
負 C07'1-ーヤー 0.00 0.01 0.02 0.00 0.01 0.01 0.03 0.05 0.05 0.05 0.03 0.07 0.09 0.05 0.09 0.04 
街 VTR 0.00 0.00 0.01 0.00 0.01 0.01 0.03 0.03 0.04 0.03 0.03 0.06 0.04 0.04 0.06 0.03 
ウキームレyト 。∞ 0.00 0.00 0.02 0.01 0.02 0.03 0.02 0.05 0.04 0.06 0.06 0.05 0.07 0.08 003 
報車 (冬醐中鰯間制) ) 
0.90 1.48 0.81 1.96 1.85 332 3.15 3.88 3.30 3.30 3.12 3.03 3.40 3.34 3.86 2.80 
2.28 2.28 2.28 2.28 2.28 228 2.85 2.85 2.85 2.85 2.85 2.85 2.85 2.85 2.85 2.61 
土 1.28 1.28 1.28 1.28 1.28 1.28 1.60 1.60 1.60 1.60 1.60 1.60 1.60 1.60 1.60 1.47 
季 1.79 1.79 1.79 1.79 1.79 1.79 2.25 2.25 2.25 2.25 2.25 2.25 2.25 2.25 2.25 2.儲
電]¥温水著書 {(冬S中u剣間H制j) ) 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 072 
0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 
節 0.97 0.97 097 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 
BI 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 084 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 
完IJ ヱアコン (夏冬糊剣) 1.23 1.46 1.06 2.27 1.71 2.41 5.62 6.35 5.81 6.20 6.70 6.44 6.43 6.65 6.79 4守34
0.46 0.56 0.35 1.24 0.71 1.35 2.98 3.87 3.28 3.79 4伺 3.75 3.97 4.03 4.38 2.49 
• 民轄τy ト
0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.28 028 0.28 0.28 0.28 0.28 0.2日 028 0.28 022 
1.52 1.52 1.52 1.52 1.52 1.52 2，05 2.05 2.05 2.05 2.05 2.05 2.05 2，05 2.05 1.82 
荷 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0，38 0.38 0.38 0.38 
1.09 1.09 1.09 109 109 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 
.毛布 0.04 0.04 0.04 0.05 0.08 0.08 0.12 0.12 0.17 0.16 0.17 021 0.20 0.21 0.25 。12
制間噌糊(13(2日6間日間}) 
5.63 6.84 5.40 8.12 7.99 10.69 15.17 16.61 15.88 16.48 16.81 16.62 17.19 17.36 18.40 12.90 
平冬 6.97 8.04 6.80 919 9.09 11.73 14.77 16.39 15.60 16.32 16.42 16.18 16.98 16.99 18.23 13.23 
均中 3.90 4.88 3.84 5.35 5.79 7.78 8.79 9.51 9.32 9.53 9.36 9.43 10.01 9.95 10.85 7.91 
土 平問 5.10 6.16 4.97 7.00 7.16 9.50 1.88 13.01 12.53 12.97 12.99 12.92 13.54 13.57 14.58 10.49 
押(気;釜すJジ 0.01 0.26 0.03 0.15 0.26 0.41 0.41 0.41 0.41 0.41 0.41 0.41 0.41 0.41 0.41 0.33 
0.06 0.06 0.06 0.06 012 0.12 0.18 0.18 0.24 0.24 0.24 0.31 0.31 0.31 0.37 0.19 
i! 
トf帯蓮隙朝積蔓E一軍一高
0.03 0.15 0.06 0.19 0.15 0.27 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.29 
~1 1 0.00 0.08 0.01 0.03 0.08 0.14 0.16 0.16 0.16 0.16 0.16 0.16 0.16 0.16 0.16 0.12 
0.12 0.12 0.12 0.12 0.15 0.15 0.23 0.23 0.23 0.23 0.23 0.23 0.23 023 0.23 0.19 
定ァレヒ 0.17 0.14 0.12 0.21 0.63 0.67 1.04 1.04 132 152 1.52 1.59 1.79 1.80 2.06 1.00 I 
負 C07'H'- 000 0.01 0.02 0.00 0.01 0.01 0.03 0.05 0.05 0.05 0.03 0.07 0.09 0.05 0.9 0.04 
荷 VTR 0.00 0.00 0.01 。o。 0.01 0.01 0.03 0.03 0.04 0.03 0.03 0.06 0.04 0.04 0.06 0.03 
円I・ール 》冬中期間l)) 
0.00 0.00 o∞ 002 0.01 0.02 0.03 0.02 0.05 0.04 0.06 0.06 0.05 0.07 0.08 0.03 
0.90 1.48 0.81 1.96 1.85 3.32 3.15 3.88 3.30 3.30 312 3.03 3.40 3.34 3.86 2.80 
2.28 228 2.28 228 2.28 2.28 2.85 2.85 2.85 2.85 2.85 2.85 2.85 2.85 2.85 2.61 
白 1.28 1.28 1.28 128 1.28 1.28 1.60 1.60 1.60 1.60 1.60 160 1.60 1.60 1.60 1.47 
季 179 1.79 1.79 1.79 1.79 1.79 2.25 2.25 2.25 2.25 2.25 2.25 2.25 2.25 2.25 2.06 
(皇冬中制紛間期) ) 
0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 072 072 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 0.72 
節 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 097 
BI 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 。φ84 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 0.84 
別エアコン (l冬E悶矧) 1.12 1.40 0.99 2.22 1.57 2.49 5.80 6.33 6.00 6.20 6.74 6.65 6.39 6.71 6.75 4.36 
048 0.56 0.37 1.24 0.74 1.30 2.88 3.90 3.17 3.83 4.12 3.63 3.98 4.10 4.40 2.47 
負
i烹風縫ざたつ 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.22 1.52 1.52 1 52 1.52 1.52 1.52 2.05 2.05 2.05 2.05 2.05 2.05 2.05 2.05 2.05 1.82 
T電 i官風暖す房士フ慢マJ ト 0.38 038 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 1.09 
踊冬c日h曜糊r. ，鴇姻平{問1 3t2刊日6間日下} 間}
0.04 0.04 0.04 0.04 0.08 0.08 012 0.12 0.17 0.16 0.17 0.21 0.20 0.21 0.25 0.13 
5.57 6.85 5.37 8.10 7.97 10.73 15.30 16.57 16.04 16.43 16.79 16.80 17.10 17.35 18.30 12.91 
平 703 8.12 6.85 9.22 9.24 1.65 14.63 16.38 15.45 16.30 16.42 16.03 16.94 16.99 18.20 13.20 
世2 3.95 4.95 3.88 5.39 5.91 7.75 8.75 9.48 9.28 9.47 9.29 9.40 9.96 9.89 10.80 7.90 








夫子帰供+ 5茨学人碍+t志E了J昭共樗ぎ 主募婦集 失子録供+ 古夫学婦+ZE+ 子夫婦+志よ






























22.3 22.3 22.3 
5.0 44.3 11.4 
0.7 22.7 27 
45.6 456 45.6 
50.4 54.2 38.1 
10 1.9 9.1 
1.7 1.2 3.6 
1.2 1.8 1.8 
328.8 540.1 294.1 
652.1 652.1 652.1 
308.4 308.4 308.4 
154.6 182.1 128.1 
12.8 12.8 12.8 
138.0 138.0 138.0 
34.3 34.3 34.3 
99.4 99.4 99.4 
3.7 3.5 3.5 








































150.7 150.7 150.7 150.7 150.7 150.7 150.7 
44.7 67.0 67.0 89.4 894 89.4 111 7 11.7 
102.5 152.6 152.6 152.6 152.6 152.6 1526 1526 
52.9 59.6 59.6 59.6 59.6 59.6 596 59.6 
54.7 82.9 82.9 82.9 82.9 829 82.9 82.9 
255.2 379.7 380.0 466.6 580.5 580.2 553.6 667.8 
2.2 9.6 174 15.8 17.9 10.0 22.0 31.9 
3.1 8.4 103 12.1 10.3 8.4 15.8 15.8 
6.8 10.3 86 13.8 19.0 20.7 17.3 20.9 
1，210.7 1，150.4 1，415.9 1，205.5 1，204.3 1，140.2 1.106.4 1，242.0 
652.1 816.4 816.4 816.4 816.4 816.4 816.4 816.4 
308.4 308.4 308.4 308.4 308.4 308.4 308.4 308.4 
337.8 774.0 939.5 817.5 919.9 973.4 919.1 956.8 
12.8 25.0 25.0 25.0 25.0 25.0 25.0 25.0 
138.0 186.4 186.4 1864 186.4 186.4 186.4 186.4 
34.3 34.3 34.3 34.3 34.3 34.3 34.3 34.3 
99.4 99.4 99.4 99.4 99.4 99.4 99.4 994 
7.2 11.1 10.8 15.1 14.9 15.3 19.0 18.5 
3，473.4 4.326.2 4，765.2 4.551.4 4，771.8 4，753.3 4，680.6 4.981.0 





























150.7 150.7 119.2 
11.7 134.1 68.3 
152.6 152.6 108.7 
59.6 59.6 43.8 
82.9 829 69.0 
667.2 754.5 3608 
16.2 30.2 12.5 
121 17.6 8.3 
24.2 26.1 11.0 
1，218.7 1，408.8 1，020.6 
816.4 816.4 747.4 
308.4 308.4 308.4 
967.3 1.033.6 621.1 
25.0 25.0 19.9 
1864 186.4 166.1 
34.3 34.3 34.3 
99.4 99.4 99.4 
19.2 22.8 11.4 
4.952.4 5，343.3 3.830.0 
表4.5 建物用途別・機器別負荷密度および設置率
事務所ビル | 卸・小売業 | ホテル・旅館 | 病院 | 
電力負荷I~rt.f'R，*， I電力負荷 I~rt.，_，*， I電力負荷I~n . t=~ I電力負荷1 1 |設置率 | |設置率 I~;:.= IrJ I設置率 I~:::::: I~J 1設置率
密度 ! | 密度 | | 密度 | 、 | 密度 | 
CW/ぱ)I (シェy) 1 (:;ば)1 Cシェy) 1 (:;凶)1 (ン工7)| (WM) | (シェア)
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1.1 2% 17% 1.1 
26.8 52% 26.8 31% 
26.8 30% 26.8 30% 
j111% 
7.6 70% 
11%1 3.0 2% 
3.1 11% 3.1 70% 





















( 外部資料 ) 
| 計算項目 l (単位 :Wh/ぱ/日)一ーー一「ーー
事務所ピル 卸・小売業 ホテル・旅館 病院
一 一一一一 一一一一一一一 296.6 175.4 176，3 照明 179.2 
18.6 11.7 4.2 19.7 パソコン
オフコン・ミニコン 27.7 3.0 6.3 15.7 
ワープロ 4.8 3.0 1 .1 1 5.1 
OA機器 プリンター 10.2 6.5 2.3 10.7 月_.ー
コピー 16.7 10.5 3.3 15.5 
ファクシミリ 7.2 4.5 1.4 6.6 
レジスタ (ECR / POS) 。 1.0 0.2 。
その他機器 56.5 171.3 83.8 6，9 
空調・換気 108.7 77.9 177.5 146.1 
熱源搬送(夏) 22.4 18.8 i 32.2 43.4 
i熱源搬送(中間) o 0 9.4 : 4.7 20.1 
熱源搬送(冬) 16.5 13.9 30.7 
冷房熱源(電気冷凍機，夏) 85.7 37.7 116.7 149.8 
(中間) 。 18.9 5.8 49.9 
グユ1ι3ヲ同品目q (冬) 。 。 。 15.0 
(セントうM 冷房熱源(吸収冷凍機，夏) 5.6 1 8.1 9.0 12.5 
(中間) 。 4.0 0.4 4.2 
(冬) 。 。 1.2 
!暖房町、 (t川冬) 57.8 23.2 i 45.6 
(中間) 。 2.3 9，1 
暖房熱源 (ポイう等，冬) 2.8 0.2 2.1 1.7 
(中間) 0.0 。 0.2 0.3 
一一
冷房 (トトポンプ，夏) 47.3 103.1 73.1 21.7 
(中間) 。 51.6 3.7 7.2 
グこにロ雪印国可
(冬) 。 。 。 2.2 (1¥0ッケーシ.) 
暖房 (tー ばか，冬) 47.3 59.5 91.6 14.8 
(中間) 。 。 9.2 3.0 
エレベータ 67.5 8.5 56.6 44.3 
その他
エスカレータ 。 3.3 0.7 。
衛生(給湯・ポンプ等) 15.6 1.8 13.2 29.6 
その他 (セキュリティ等) 40.8 40.8 40.8 40.8 i 
冷房期 (6"'9月) 714.5 808.2 797.7 744.7 
季節別計 暖房期(12""3月) 677.9 784.4 714.4 630.2 
中間期 (4.5，10，11月) 553.5 724.4 593.1 611.2 
年間合計(億kWh/年) 609.8 694.8 161.3 128.4 
(参考)他の年間合計原単位の推定結果
日本エネルギー経済研究所 (90.91) 541.6 ! 872.4 163.2 95.2 
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系統最大電力発生時には休暇中の工場があることをる。冷房されている工場の割合が小さいことと、10 12 14 16 18 20 22 24 
時実IJ
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断熱材の改善 熱伝導率が従来の断熱材の半分の真空断熱材の採用。10% 20.000 
ー一一一一一一一一
f、Tム1 Yスケットの改善 5""'6% Yスケットを改善し、扉周辺からの冷気の漏れを少なくする。 20.000
蔵 一一一斗一一一一一









-ビーム制m御 | 臨 に適用。 800 テレt'を液晶化して垂直方向のt'ー ム制御による省電力 一一一一一11% 20.000 化を達成。
一一一



















































? 、対策技術 省電力率「 技術の概要
Icpu. DRAM等周辺LSIを低電圧化して電圧を現在
!の5Vから3V程度(将来はlV)に削減する。省電力







「照度制御器と窓から均等間隔で設置した光センサを組 i l 
合せ、太陽光の明るさに合わせて蛍光灯の照度を向I ~~ ~~~~ I 
1:; .c.::_::;:::~; /~ r:::~~/:n:: ~ };--:.r~ J~ ~:~ ':';，L~:'; I 80，0000 
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投資回収期間と企業の省エネ投資実施率
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表4.9 家電機器の使われ方の想定 あり、 DSMプログラムの導入による利潤曲線は図に示すようになる。しかし、 DSMプログラムを導
ポテンシャル変化要因
世帯当たり 普及率 I 一台当たり 使用時間保有台数 消費電力
冷蔵庫 世帯数 変化しない 変化しない 変化しない 変化しない
同ヲ亡テレビ、 世帯数 変化しない 変化しない 変化しない 変化しない
日目177 世帯当たり住宅床面積×世帯数床面積に比例[増加する 低下する 変化しない
国扇機器 -i世帯当たり住宅床面積×世帯数床面積に比割変化しない変化しない変化しない











世帯数(千世帯) 41，797 53，814 1.29 
世帯当たり住宅床面積(ぱ) 90.6 100.0 1.10 
エアコンストック効率指数 (1973年度=100) 60.8 48.9 0.80 




























部 |照明機器 l昼光利用照度制御 0.8 455 
門 |空調・換気 |インバータポンプ 1.2 93 
照明 |ユニット照明 57.2 1.009 
エレベータ |インバータ制御 647 1.039 
照明 インバータ制御 133.3 i 29.101 
1.. . ~. .. 一一一「ー 一 一ー ー ー 十一!一回一一一一一一一一一一 寸
家 |冷蔵庫 |ヒータ除去 | 一 I 
庭 |エアコン |インバータ制御 5.0 1.208 















































原子力 石炭火力 LNG火力 口~G複合 石油火力 揚水式水力
建設単価(万円IkW) ←一一 37.7 30.4 21.4 23.2 20.6 19.6 
耐用期間均等化年経費率 一 一ーー一一一一一ー 十ー一10.44% 10.23% 10.03% 10.03% 10.33% 7.16% 
(耐用年数) (40年) (40年) (40年) (40年) (40年) (56年)
一一寿命延伸費用(万円IkW) 14.7 
二J(延命年数) (20年)
燃料価格(単位) (主IkWh) I (事Iton) (¥'/ton) (事Ikl)
1994年度 1.25 5，000 18.293 17，640 
1998年度 1.25 5.285 19，744 18，584 一
2002年度 1.25 5，586 21，310 19.578 
2006年度 1.25 5，905 23，000 20，626 
2010年度 1 25 6，241 24，824 2l. 730 








「 一 揚水式水力|原子力 石炭火力 LNG火力 ひIG複合 石油火力
既設設備量
(万kW，1994年度) 4.037 1.861 3.673 626 5.397 2，086 
.ー
計画済み新設設備量
637 1，620 62 1，242 15 504 (万kW，"'2002年度)
新設設備容量上限
1，000 (万kWI期)


































98-379219%46 981 D3L1% 設備利用率i二限 (%)
夏期3日最大 94.4% 85.7% 91.6% 1% 96.0% 
夏期平日 80.6% 79.0% 89.1% 1% 96.0% 
冬期平日 80.0% 84.5% 80.3% 80.9% 78.2% 93.0% 
中間期平日 70.2% 63.3% 71.3% 81.1 % 71.5% 93.0% 
81.8% 80.0% 89.3% 884%1|| 87  76% 96.0% 
期休日 78.4% 85.7% 81.3% 79.6% 79.1 % 93.0% 









原子力 石炭火力 ひ~G火力 LNG複合
11994年度 4.037 1，861 3，673 626 
1998年度 4.508 2.615 3.736 1.624 
総設備容量*1 2002年度 4.591 3，292 3.710 2.215 
(万kW) 2006年度 5.574 3.574 3.640 2，422 
い 設備容量
2010年度 6.459 3，383 3，640 4，032 
2014年度 7，000 3.348 3.475 5.025 
1998年度
一一一」
472 754 62 998 
2002年度 83 692 。 589 
2006年度 1，000 300 。 209 (万kW) 2010年度 1.000 。 。 1.610 
2014年度 799 。 。 993 
1998年度 。 。 。 。
廃棄設備容量 2002年度
。 15 。 。
(万kW) 2006年度 17 18 25 。
116 191 70 。
1











15 304 。 160 。























































-ー ーー ー 一一~ tr ~合一一
一二二一二一一ーで二号= ~ ニ=号
4，000 
iC02抑制あり Jの場合である。 C02排出量に制約を加えると、燃料費が計算したものが、図4.19の3，500 
安い石炭火力の発電量を減らし、 LNG複合火力の発電量を増やさざるを得ないため(図4.21)、発電




















4十I 企- DSMt日グ弘総利潤( " ) 
| 一一一ー発電費用累積削減額 (C02抑制あり)































































5，000 I '1-<>原子力 1 
4，500 <> ，-・LNG複合
γ1. 在来石炭 1
4.000 ~ -I-!l. 在来LNG
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エネルギー需要 (4文字)+ Jij途コー ド (C:冷房， H:暖房， W:給湯， K:尉房， M:その他用)
例:ELCMC 冷房用電力計需要(業務)
3. 輸送手段別エネルギー需要 (5文字，運輸部門のみ)





. LG+エネルギー需要 (4文字) :消費部門におけるエネルギー原単位の自然対数値
例:LGTLAG=LOGσLAGIXAG) エネルギー原単位(農林水産業)の自然対数値




'R+競合エネルギー源コード (2文字) +エネルギー需要 (4文字)
:競合エネルギー間の相対シヱアの自然対数値
例:RMOHOAG= LOG (MOAGIHOAG) 中質油と重質油の相対エネルギーシェア(農林水産業)
の自然対数値
. RS+エネルギー需要 (4文字) :当該エネルギー需要のと限付きロジットシェア
RSELFD=LOG (ELFD / (0.6*TLFD -ELFD)) 電力ロジットシェア(食料品)
RSEAMA = LOG (EAMA / (0.05句LMA-EAMA)) 自家発ロジットシェア(機械)
'R+業務用途別エネルギー需要 (5文字) :当該エネルギー需要の上限付きロジットシェア
RTGCMC = LOG (TGCMC / 0.3勺LCMC-TGCMC)) 都市ガスロジットシェア(業務冷房)
RSLCMW = LOG (SLCM / (TLCMW -SLCM)) 太陽熱ロジットシェア(業務給湯)
RHECMW = LOG(HECM / (TLCMW -HECM)) 地域熱供給ロジットシェア(業務給湯)
5.消費部門別・エネルギー源日IJC02排出量 (7文字)








CLEX. CLIV. CLAG. CLMI. CLFD. CLOT. CLCM. CLRE. CL TR. CKIM， CKIV. CKMI. CKFD， 




CLHE， CLTX， CLAL， CLMA， CKEX. OLIM. OLHE. LOIM， LOEX， MOIM. MOEX， HOIM， HOEX， 











TSP (Times Series Processor)を用いて、ガウスザイデル法により連立方程式を解いた。
-112 -
1 LGTLAG=1.78881-0.092752*LOG(工AG/WPI*100)+0.756936*LGTLAG(-1)+0.833756E-02*TIME
(4.07117) (-2.59633) (9.61814) (2.89162) 
66-95， R2= 0.958ユ29，SERニ0.057290，DW=2.50033， Duどbin'sDurbin's h=-1.59317 
2 LGTLM工=1.36129-0.117276*Lα:;(工M工/WP工食100)+0.830238*LGTLM工(-1)-0.237495*D67
(1.00392) (-0.987679) (4.82937) (-1.94702) 
+0.748828E-0νTIME 
(1.68268) 
66-95， R2= 0.717765， SER=0.112031， DW=1.49167， Durbin's h=4.00908 
3 LTLCS=3.21747+0.385675大Lに氾(XCS)-0.048287女Lαユ(工CS/WP工*100+0.524779*LTLCS(-1)
(3.53728) (2.31399) (-1.15458) (3.35407) 
-1.37045*VCS/XCS 
(-1.37962) 
66-95， R2= 0.956428， SER=0.064828， DW=1.09613， Durbin's h=4.41385 
4 LGTLFD=1.25263-0.082160*Lα:;(工FD/WP工*100)+0.824233*LGTLFD(-1)
(3.19965) (-2.80179) (14.6822) 
66-95， R2= 0.950082， SER=0.045332， DWニ2.32699，Durbin's h=-1.06209 
5 LGTLTX=1.82138-0.084200*Lα:;(工TX/WPI*100)+0.776877*LGTLTX(-1)-0.175294*D90
(3.06872) (一2.47827) (9.18924) (-2.30332) 
66-95， R2= 0.801202， SER=0.073818，開=1.80763，Durbin's h=0.349380 
6 LGTLPA=2.00851-0.098870*Lα:;(IPA/WPI*100)+0.778217*LGTLPA(-1)-0.065179*D89 
(5.18045) (-4.96715) (17.0791) (-2.24433) 
69-95， R2= 0.967562， SER=0.028331， DW=1.65948， Durbin's h=0.711587 
7 LGTLCH=1.00390-0.086745*Lα:;(工CH/WP工*100)+0.917667*LGTLCH(-1)
(3.11609) (-3.86428) (26.0609) 
66-95， R2= 0.968892， SER=0.052519， DW=1.91797， Durbin's h=0.201588 
8 LTLCE=5.00973+0.162693大LOG(XCE)-0.112328*Lα:;(工CE/WP工*100)+0.540675*LTLCE(-1)
(5.62794) (3.56266) (-6.36510) (5.93339) 
-1.27983*VCE/XCE 
(-3.8798ユ)
66-95， R2= 0.920362， SER=0.032369， DW=1.70670， Durbin's h=0.907678 
9 LGTLPM=2.68081-0.147340*LOG(工PM/WP工*100)+0.724821女LGTLPM(-1)-0.203538E-02*TIME
(2，92167) (-2.93246) (7.03585) (-1.13255) 
66-95， R2= 0.964975， SER=0.034380， DW=2.04738， Durbin's h=-0.319800 
10 LT日仏=2.99089+0.305988九 OG(沿仏)-0.111161九 α:;(IMA/W百九00)+0.560757九 TLMA(-1)
(2.92670) (2.46132) (-1.61490) (3.58644) 
66-95， R2= 0.968234， SER=0.068709， DW=1.04545， Durbin's h=4.68383 
11 LTLOT=2.01795+0.060571安Lα:;(Xαr)ー 0.057112*Lα:;(工OT(-1) /WP工(-1)*100)+0.797539*LTLOT(-1)
(5.5ユ734) (1.12315) (-2.08689) (13.6877) 
70-95， R2= 0.963532， SER=0.038479， DW=2.04148， Durbin's h=-0.275432 
12 RMOHOAG=0.230913+0.861543*RMOHOAG(-1)+0.017733*TI~但
(l.22867) (10.3066) (2.47620) 
66-95， R2= 0.951355， SER=0.177661， DW=2.22322， Durbin's h=ー0.805251
13 LSHOAG=-0.236574+0.865054大LSHOAG(-1)ー 0.017156*T工阿E
(-1.22933) (10.4680) (-2.48026) 
66-95， R2= 0.952545， SER=0.171616， DW=2.22597， Durbin's h=-O.808250 
14 LSE工AG=-2.77611+0.279203*Lα:;(PFAWP/PELDR)+0.854596*LSELAG(-1)+0.261982脅D94
(-2.94907) (2.57820) (10.8512) (2.19419) 
66-95， R2= 0.832387， SER=0.115489， DW=2.20716， Durbin's h=-0.677753 
15 RMOHOMI=0.326497-0.406117大LOG(PFAWP/PFCWP)+0. 969823*RMOHOM工(-1)
(2.01272) (-1.19281) (13.1539) 
69-95， R2= 0.903794， SER=0.262774， DW=2.53342， Durbin's h=-1.62794 
16 LSHOMI=-0.378514+0.391088*LOG(PFAWP/PFCWP)+0.944609女LSHOM工(-1) 
(-2.31666) (1.33502) (9.84006) 
73-95， R2= 0.852241， SER=0.221713， DW=2.61329， Durbin‘s h=-l. 74859 
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17 LSELMI=-1.19458+0.138247九α}(PFCWP/PELDR)+0.856663*LSE日任 (-1)
(-2.10658) (1.80190) (8.91356) 
66-95， R2= 0.730670， SER=0.121679， DW=2.40277， Durbin's h=-1.30709 
18 LSEAMI=-0.095617-0.049443*Lα;(PFCWP/PELDR)+0.702350*LSEAMI(-1) 
(-0.214730) (-0.951754) (5.45458) 
66-95， R2= 0.490618， SER=0.082253， DW=2.23346， Durbin's h=-0.913796 
19 LSMOCS=-0.029872-0.068617叩 OG(PFAWP/PFCWP)+0.749840日ヨ10CS(-1)+0.293593E-02吋 D但
(一0.992728) (-1.57489) (5.78856) (1.58687) 
66-95， R2= 0.943830， SER=0.022039， DW=1.54552， Durbin's h=1.14372 
20 LSHOCS=-0.332416+0.357494九α;(PFAWP/PFCWP) +0.792563叩 SHOCS(-1)-0.047721吋 D伍
(-2.75336) (1.09799) (6.41193) (ー2.38589)
66-95， R2= 0.986887， SER=0.185972， DW=2.12100， Durbin's h=-1.05193 
21 LSELCS=0.254384-0.409318*Lα; (PELDR/WP工*100)+0.759863*LSELCS(-1)-0.711365*D74
(1.09255) (-1.81941) (5.74625) (-5.02550) 
66-95， R2= 0.946391， SER=0.122700， DW=2.17771， Duどbin'sh=-0.751456 
22 LSMOFD=ー0.565314+0.717124叩到OFD(-1)+0.011024吋工阻
(-1.97259) (5.33096) (ユ.98618)
66-95， R2= 0.946593， SER=0.083881， DW=1.52993， Durbin's h=1.86738 
23 RMOHOFD=-0.319482+0.867396*RMOHOFD(-1)+0.022095*TlME 
(-1.65921) (10.5606) (2.34559) 
66-95， R2= 0.978714， SER=0.156233， DW=1.89301， Durbin's h=0.131262 
24 LSTGFD=-1.57476+0.089682叩∞(PFAWP/PTGWP)+0. 801661*LSTGFD(-1) +0.015947吋工阻
(-1.98299) (0.870473) (9.11770) (1.61572) 
66-95， R2= 0.989651， SER=0.081873， DW=2.34886， Durbin's h=-1.48572 
25 RSELFD=ー0.830837+0.413688*RSELF百(-1)+0.042712吋 D但
(-2.95434) (2.30136) (3.19035) 
66-95， R2= 0.985612， SER=0.078019， DW=1.76785， Durbin's h=2.89739 
26 LSEAFD=1.40630-0.225940*LOG(PFAWP/PELDR)+0.870484*LSEAFD(-1) 
(2.61750) (-3.08166) (12.1472) 
66-95， R2= 0.879536， SER=0.073186， DW=1.44455， Durbin's h=1.24419 
27 LSMOTX=-1.66448+0.553043*LSMぴrX(-1)+0.037259*TI}但
(-3.62627) (4.56736) (3.84955) 
66-95， R2= 0.983076， SER=0.093551， DW=1.80838， Durbin's h=0.397385 
28 RMOHαrX=-1.01334+0.733994*RMOHσrX(-1)+0.033596*TlME 
(-3.08595) (8.60379) (3.51639) 
66-95， R2= 0.983094， SER=0.132394， DW=1.49883， Durbin's h=1.40247 
29 LOOTX=1.03211-0.049522女Lα;(CIFPG/PTGWP)+0.881838*LOOTX(-1)
(1.47376) (ー0.861722) (13.5435) 
82-95， R2= 0.957392， SER=0.049194，開=2.50012，Durbin's h=-1.37509 
30 LSτロTX=-3.32365+0.344483*Lα;(PFAWP/PTGWP)+0.892649*LSTGTX(-1)
(-3.94974) (4.26066) (19.7651) 
66-95， R2= 0.976453， SER=0.116459， DW=2.00311， Durbin's h=-0.096201 
31 LSELTX=-1.18577+0.143168*Lα; (PFAWP/PELDR) +0. 959761*LSELTX(-1) 
(-1.72348) (1.66395) (15.3747) 
66-95， R2= 0.891343， SER=0.092392， DW=1.38494， Durbin's h=1.38379 
32 LSTHPA=-0.049568-0.038475*Lα; (工PA/WPI*100)+0.571333*LSTHPA(-1)-0.818633E-02*TlME
(ー0.468454) (-1.75077) (3.65768) (-2.27713) 
66-95， R2= 0.963555， SER=0.038205， DW二1.24594，Durbin's h=3.94849 
33 RCLHOPA=-1.78594-1.34822*Lα3 (CIFCL/PFCWP) +0. 855771*RCLHOPA(-1) 
(-3.54743) (-3.88818) (17.1344) 
74-95， R2= 0.969834， SER=0.307728， DW=2.26248， Durbin's h=-0.669018 
34 LSMOPA=1.38683-0.135171*Lα}(PFAWP/WPI*100)+0.978656*LSMOPA(-1) 
(1.45494) (-1.96660) (10.9183) 
66-92， R2= 0.842887， SER=0.137081， DW=1.29958， Durbin's h=1.70560 
35 LSαコPA=-1.75652+0.444611*Lα3(PFAWP/C工FPG)+0.616668*LSOOPA(-1)
(-1.08517) (0.576518) (2.20114) 
82-92， R2= 0.872588， SER=0.198192， DW=1.66873， Durbin's h=1.35746 
36 REPA=EXP(5.56795+1.25196女Lα;(XPA)ー 0.020664*TlME)
(60.0568) (19.7021) (-9.49722) 
65-95， R2= 0.969385， SER=0.040166， DW=0.872525 
37 LSELPA=-0.415604+0.048553女Lα3(PFCWP/PELDR)+0.949288*LSELPA(-1)
(-2.96345) (2.60009) (32.3514) 
66-95， R2= 0.972989， SER=0.029596， DW=1.69810， Durbin's h=0.712325 
38 LSEAPA=0.970015-0.146657*Lα3 (PFCWP/PELDR) +0. 808249*LSEAPA(-1) 
(5.56221) (-5.92384) (20.4628) 
66-95， R2= 0.954326， SER=0.037008， DW=1.56235， Duどbin'sh=0.697922 
39 LSCLCH=-1.66079-0.748758*Lα3(C工FCL/PFCWP)+0.805332*LSCLCH(-1)-0.639147*D95
(-2.46521) (-2.23856) (9.84396) (-1.93505) 
74-95， R2= 0.896982， SER=0.320800， DW=2.08674， Durbin's h=-0.282540 
40 LSCKCH=一2.46493-0.347763*Lα3(工CK/PFCWP)+0.907346*LSCKCH(-1)
(-3.99611) (-3.27754) (15.2899) 
66-95， R2= 0.889155， SER=0.040322， DW=1.47247， Durbin's h=1.40099 
41 LSLOCH=0.197776-0.036925*Lα}(PNAWP/WPI*100)+0.721007*LSLαごH(-1)+0.251291E-02*TlME
(1.62028) (-3.44256) (14.0693) (2.59054) 
66-95， R2= 0.959306， SER=0.028009， DW=2.09981， Durbin's h=-0.476529 
42 RLOOOCH=1.16839-1.21350*LOG(PNAWP/CIFPG)+O.352254*RLOOOCH(-1) 
(4.13476) (-3.63755) (2.43308) 
66-95， R2= 0.716840， SER=0.209309， DW=2.03334， Durbin・sh=-0.256676 
43 LSMOCH=0.464656-0.072986*Lα;(PFAWP/WPI*100)+0.905793*LSMOCH(-1) 
(0.399868) (ー0.895579) (8.86595) 
70-95， R2= 0.844092， SER=0.113710， DW=1.31905， Durbin's h=1.82507 
44 RCLHOCH=-1.04014-0.810470*LOG(CIFCL/PFCWP)+0.880285*RCLHOCH(-l) 
(-2.16787) (-2.32355) (17.1808) 
74-95， R2= 0.959348， SER=0.337503， DW=1.53841， Durbin's h=0.975342 
45 LSNGCH=ー0.145496-0.074871*Lα;(CIFNG/CIFPG)+0.979923*LSNGCH(-1)
(ー0.841541) (-0.727942) (22.4557) 
69-95， R2= 0.961162， SER=0.085674， DW=2.59370， Durbin's h=-1.77621 
46 LSTGCH=-8.11921+0.798214*Lα;(PFAWP/PTGWP)+0.725228*LSTGCH(-1) 
(-2.66512) (2.68279) (6.67257) 
66-95， R2= 0.943504， SER=0.267840， DW=1.55233， Durbin's h=1.44416 
47 LSELCH=-0.848679+0.068305女Lα3(PFCWP/PELDR)+0.838301*LSELCH(-1)
(-3.91732) (2.77396) (12.0208) 
66-95， R2= 0.832337， SER=0.038836， DW=1.37703， Durbin's h=1.71582 
48 LSEACH=0.705040-0.111226女Lα3(PFCWP/PELDR)+0.852437*LSEACH(-1)
(3.45170) (-3.98775) (22.3904) 
66-95， R2= 0.949005， SER=0.044131， DW=1.70457， Durbin's h=0.731148 
49 LSCKCE=-1.40815-0.182225大LOG(工CK/PFCWP)+0.896013*LSCKCE(-1)
(-2.26492) (-1. 74353) (9.98641) 
66-95， R2= 0.771169， SER=O.197320， DW=2.04247， Durbin's h=-0.185163 
50 LSMOCE=1.40389+0.227268*Lα}(工CK/PFAWP)+0.974549*LSMOCE(-1)-0.504738女D90
(2.13300) (2.53753) (11.3669) (-3.56112) 
71-95， R2= 0.845015， SER=O.122444， DW=1.48920， Durbin's h=1.35799 
51 LSHOCE=0.340107+0.594575*Lα}(CIFCL/PFCWP)+O.788669*LSHOCE(-1) 
(l.74993) (2.83222) (11.2718) 
74-95， R2= 0.947442， SER=0.168412， DW=1.11581， Durbin's h=2.17453 
52 LSαコCE=-2.93703+0.308036*Lα3(CIFPG/PTGWP)+0.853788*LSOOCE(-1)
(一2.10630) (l.88843) (10.3041) 




(-3.95134) (4.1ユ312) (17.7995) 
66-95， R2= 0.975450， SER=0.107230， DW=1.53450， Durbin's h=1.32023 
54 LSELCE=ー0.957922+0.104290大Lα3(PFAWP/PELDR)+0.923905*LSELCE(-l)
(-5.16009) (4.84658) (56.2479) 
66-95， R2= 0.992751， SER=0.021362， DW=2.27226， Durbin's h=-0.773308 
55 LSEACE=0.427711-0.098677女Lα3(CIFCL/PELDR) +0. 885607女LSEACE(-1) 
(1.31697) (-1.22727) (8.14956) 
74-95， R2= 0.954643， SER=0.070688， DW=2.07729， Durbin's h=-0.282539 
56 LSCT工R=-0.176638-0.026133*Lα3(1CK/PFCWP)+0.911005*LSCTIR(-1)+0.056284*D80
(-2.97752) (-2.79951) (22.0603) (3.23763) 
66-95， R2= 0.955713， SER=0.015513， DW=2.36462， Durbin's h=-1.11028 
57 LSHOIR=-O. 022461+0.528023*LOG(CIFCL/PFCWP) +0.809580*LSHOI R(-l) 
(-0.211510) (3.89991) (18.5034) 
74-95， R2= 0.981228， SER=0.102560， DW=1.40223， Durbin's h=1.37256 
58 RMOHOIR=0.292103-0.361416*LOG(PFAWP/PFCWP}+0.989742*RMOH01R(-1) 
(2.09051) (-1.84422) (31.9537) 
66-95， R2= 0.981283， SER=0.151493， DW=2.02162， Durbin's h=-0.125978 
59 LSOO工R=2.05261-0.303667*LOG(C工FPG/PTGWP)+0.882670*LSOOIR(-1)
(2.42387) (-3.50606) (8.71222) 
74-95， R2= 0.795429， SER=0.109933，開=1.87401，Durbin's h=0.241484 
60 LS'Iロ工R=-2.97059+0.319818*Lα3(PFAWP/PτuWP}+0.925098女LSTGIR(-l)
(-2.76658) (3.04463) (23.0946) 
66-95， R2= 0.991705， SER=0.099751， DW=2.04746， Du工bin・sh=-0.278816 
61 LSELIR=-0.242223+0.029284*Lα3(PFCWP/PELDR)+0.978826大LSELIR(-l)
(-1.81154) (1.70877) (32.9863) 
66-95， R2= 0.974042， SER=0.027139， DW=1.68594， Durbin's h=0.859620 
62 LSEA工R=0.594914-0.158689女Lα3(C1FCL/PELDR) +0.752977女LSEA1R(-l)
(2.53198) (-2.63151) (8.09667) 
74-95， R2= 0.973526， SER=0.045826， DW=1.74247， Durbin's h=0.606521 
63 LSCKAL=-0.841264-0.123187女LOG(ICK/PFAWP)+0.976604女LSCKAL(-l)
(-1.88371) (-1.29191) (9.00727) 
66-95， R2= 0.806320， SER=0.121425， DW=2.21709， Durbin's h=-0.932590 
64 LSHO泣 J=-0.689567+0.580255叩 OG(PFAWP/PFCWP)+0.558785叩 SHOAL(-1)-0.027429吋工阻
(-3.56490) (2.44695) (3.78535) (-3.07751) 
66-95， R2= 0.877382， SER=0.153989， DW=1.83462， Durbin's h=0.757945 
65 LSOOAL=-0.889095+0.137340九 OG(PFAWP/CIFPG)+0.683682*LSOO乱 (-1)
(-2.27136) (0.625580) (6.36012) 
74-95， R2= 0.851371， SER=0.255110， DW=2.23931， Durbin's hニー1.70269
66 LS'IuAL=-4.13452+0.415949*Lα3(PFAWP/PTGWP}+0.806180*LS'IuAL(-1)-1.06275*D81 
(-3.45772) (3.52059) (13.1865) (-7.44362) 
66-95， R2= 0.969218， SER=0.138004， DW=1.8ユ317，Durbin's h=0.512508 
67 LSELALニ0.056704-0.057547*Lα3(PELDR/WP1*100)+0.859656*LSELAL(-1)ー 0.159615*D90
(0.558928) (-1.53271) (11.3977) (-2.57297) 
66-95， R2= 0.850747， SER=0.060386， DW=2.22278， Durbin's h=ー1.09497
68 LSEAAL=0.737430-0.111958*LOG(PFAWP/PELDR) +0. 918790*LSEAAL(-1}-0.319614*D87 
(1.27255) (-1.57193) (15.2124) (-4.06246) 
66-95， R2= 0.904239， SER=0.075141， DW=2.07577， Durbin's h=-0.298884 
69 LSCKMA=-5.04880-0.724383九 α:;(1CK/PFAWP)+0.741046九 SCKT仏(ー1)ー 0.018037吋工阻
(ー2.90788) (-2.56653) (5.99996) (-1.76816) 
66-95， R2= 0.599639， SER=0.391009， DW=2.05384， Durbin's h=ー0.303116
70 LSMOMA=1.11288-0.157854*Lα:;(PFAWP/PTGWPl+0.880160大LSMOMA(-1) 
(3.74377) (-3.94997) (14.1621) 
66-95， R2= 0.925734， SER=0.074790， DW=1.97638， Durbin's h=-0.732718 
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71 LSHOMA=0.515866-1.19407*Lα~(PFAWP/PFCWP)+0.844610*LSHOMA(-1)-0.032226*TIME 
(2.32305) (-2.26679) (11.2838) (-2.34710) 
66-95， R2= 0.985580， SER=0.267049， DW=1.21789， Durbin's h=2.31475 
72 LSOOMA=-0.397656-0.025779*Lα:;(C工FPG/PTGWP)+0.796264*LSOOMA(-1)+0.038857女D94
(-0.658082) (-0.994108) (5.31693) (1.78162) 
82-95， R2= 0.763415， SER=0.018928， DW=2.32402， Durbin's h=-1.10550 
73 RMσrGMA=3.13878-0.365313*Lα~(PFAWP/PτüWP)+0.873001*RMOTG阻A(-l)
(3.12095) (-3.21559) (14.5625) 
66-95， R2= 0.763344， SER=0.140153， DW=1.62380， Duどbin's h=1. 02259 
74 LSELMA=0.053779+0.047371 安Lα~(PTGWP/PELDR)+0.987692*LSELMA(-1) ー 0.210335 安D81
(1.07956) (1.24663) (23.8920) (-5.02714) 
66-95， R2= 0.980994， SER=0.039848， DW=2.64182， Durbin's h=ー2.04769
75 RSEAMA=15.1961-1.89446*LOG(PFAWP/PELDR)+0.948722*RSEAMA(-1) 
(2.84173) (-2.78766) (16.0301) 
85-95， R2= 0.962381， SER=0.301892， DW=2.44704， Durbin's h=-0.786168 
76 LSCKσr=-1.82970-0.229006*LOG(工CK/PFAWP)+0.902768*LSCKOT(-1)
(-1.53022) (-1.45840) (10.9524) 
66-95， R2= 0.853986， SER=0.241ユ49，DW=2.53365， Durbin's h=-1.85285 
77 LSLOOT=-0.580689-0.830413*Lα~(PNAWP/CIFPG)+0.909321*LSLαコT(-l)
(-2.15035) (-1.65127) (14.2527) 
74-95， R2= 0.930283， SER=0.269265， DW=2.36605， Durbin's h=-1.06211 
78 LSMOOT=-0.042310-0.093974*LOG(PFAWP/PFCWP)+0.902099大LSMOOT(-1) 
(-0.412349) (-0.880449) (ユ8.9569)
67-95， R2= 0.933846， SER二0.097543，DWニ1.58857，Durbin's h=0.582234 
79 RMOHαコT=-0.831196E-02-0.839013*Lαユ(PFAWP/PFCWP)+0. 667347*RMOHαコT(-1)+0.05766ユ*TIME
(-0.043911) (-2.22240) (5.36388) (2.97920) 
66-92， R2ニ 0.971720，SER=0.197568，開=1.02016，Durbin's h=2.98651 
80 LSOOOT=-1.16772+0.367907安LOG(PFAWP/C1FPG)+0.278924*LSOOOT(-1)-0.378939食D81
(-4.10975) (3.23958) (1.66490) (-2.71683) 
66-95， R2= 0.703088， SER=0.135878， DW=ユ.77527，Durbin's h=1.43837 
81 LSNGOT二一0.667283+0.572516九OG(PFAWP/C1FNG)+0.729024九 SNGσr(-1)-0.049796吋 1ME
(-2.59559) (2.27028) (5.44537) (-2.02367) 
69-95， R2= 0.985605， SER=0.130869， DW=1.28549， Durbin's h=2.07500 
82 LSELOT=-0.464243+0.052575*LOG(PFAWP/PELDR)+0.954626*LSELσr(-1)-0.139137*D74 
(-1.45604) (1.33405) (18.5911) (-3.16612) 
66-95， R2= 0.931251， SER=0.042150，開=2.22516，Durbin's h=-0.757892 
83 LSEAOT=4.12514-0.615170*Lαユ(PFCWP/PELDR)+0.918261*LSEAσr(-1)+0.808628*D84
(2.88091) (ー2.73933) (13.0806) (2.79908) 
66-95， R2= 0.927005， SER=0.272854， DW=1.43521， Durbin's h=0.833457 
84 TLO倒=EX? (-1. 4 1987+0.334016*Lα~(TLCMM( ー 1) /GYOFLOOR(-l)) 
(-3.78530) (2.28587) 
-0.020213*Lα~(PELα1/PELCMO/WP工食 10000)+0 . 530261*LOG(XCM))*GYOFLOOR
(-0.780437) (4.28968) 
66-95， R2= 0.996850， SER=0.021169， DW=1.49131， Durbin's h=2.17886 
85 TLα区=EXP(0.220449+0.880130九 OG(TLCMK(-1))+0.126006九OG(XCM)) 
(1.55077) (12.5991) (1.77285) 
66-95， R2ニ 0.993789，SER=0.037840， DW=2.20941， Durbin's h=-0.674561 
86 TLα任i=EXP(1.96348+0 . 793550叩α~(TLCMH(-1))-0.11654 1九OG(ICMl虫)+0.089083叩α3(XCM) ) 
(5.74470) (15.2977) (-3.38785) (2.19118) 
66-95， R2= 0.961290， SER=0.052071， DW=2.14752， Durbin's h=-0.437936 
87 TLCMC=EXP(0.748468+0.617626九αユ(TLCMC(ーユ))ー0.089021叩 α:;(ICMCR)+0.475714*LOG(XCM)) 
(2.06046) (4.92466) (-0.705569) (2.59141) 
66-95， R2= 0.960479， SER=0.127166， DW=2.36771， Durbin's h=-1.50968 
88 TLα仰=EXP(1.68656+0.821607九α:;(TLCMW (-1) ト 0.118653叩OG(IO骨四)+0.088725叩α~(XCM) ) 
-17 -
(6.38006) (19.4905) (-4.52398) (2.89402) 
66-95， R2= 0.979262， SER=0.038508， DW=2.24187， Durbin's h=-0.778368 
89 RTGCMC=2.38389+0.291816*RTGCMC(-1)-1.87583*Lα::;((PTGWP/PTGWPO)/(PELCM/PELCMO)) 
(1.31260) (2.26899) (-4.18356) 
+0.750951九OGげGO恒 /TLC班l)
(1. 34146) 
75-95， R2= 0.948462， SER=0.193720， DW=1.46479， Durbin's h=1.42220 
90 OLCMC=EXP(0.910024+0.729229*Lα::;(OLCMC(-1))-0.128885*Lα::;(PFAWP/PFAWPO/WP工*10000)
(8.08301) (15.9172) (-4.39500) 
+0.241402*Lα::;(XCM) ) 
(4.19764) 
66-95， R2= 0.986541， SER=0.043721， DW=2.26516 
91 OLCMC=EXP(O.839ユ30+0.721114合Lα:;( OLCMC ( -1) )ー 0.149572*Lα::;(PFAWP/PFAWPO/WP工*10000)
(6.76124) (12.4804) (-4.28192) 
+0.278854九 OG(X倒)) 
(4.26220) 
66-95， R2= 0.983170， SER=0.055562， DW=1.84361， Durbin‘s h=ー0.101687
92 ELα田=EXP(-0.062587+0.965399九α::;(ELCMH(-l)/TLCMH(← 1))ー0.119935
(-0.496729) (25.8149) (-2.21085) 
*Lα::;((PELCM/PELCMO)/(PFAWP/PFAWPO)))*TLC班f
66-95， R2= 0.972216， SER=0.060890， DW=2.44640， Durbin's h=-1.53034 
93 OLO任1=EXP(1.95925+0.796851叩 OG(OLO但 (-1))-0.119125*LOG(PFAWP/PFAWPO/WP工*10000)
(6.26123) (16.4880) (-3.36333) 
+0.082157叩 OG(Xα1)) 
(1.93726) 
66-95， R2= 0.959856， SER=0.056341， DW=2.14440， Durbin's h=-0.423458 
94 TGOL01H=EXP(-0.719976 +0.764300九α::;(TGOLCMH(-l))-0.115106 
(-3.25654) (11.0584) (-3.78347) 
*Lαユ((PTGWP/PTGWPO)/(PFAWP/PFAWPO))+0.185115*D93)
(2.97313) 
66-95， R2= 0.877951， SER=0.059027， DW=1.42059， Durbin's h=1.67445 
95 CLα任I=EXP(ー0.722423+0.832277九OG(CLα但 (-1)/TLC阻{(-ll)-0.238229 
(-2.36286) (11.6269) (-l.30935) 
安Lα::;(工CK/工CKO女100/(PFAWP/PFAWPO女100)) ) *TLO任f
66-95， R2= 0.829212， SER=0.295037， DW=1.82441， Durbin's h=0.425574 
96 CL01W=EXP(-0.562179+0.810430*Lα::;(CLG別 (-1)/TLC日W(-l))ー 0.365026
(-2.48311) (11.1406) (-2.57501) 
叩 OG(ICK/(PFAWP/PFAWPO*100)))勺 LC附
66-95， R2= 0.814606， SER=0.244002， DW=1.84ユ82，Durbin's h二0.423758
97 TGOL01W=EXP(-0.195794+0.834661九 α:;(TGOLCMW ( -1 )ト0.214136
(-2.70958) (18.9054) (-5.20126) 
安Lα::;((PTGWP/PTGWPO) / (PFAWP/PFAWPO))) 
66-95， R2= 0.978172， SER=0.057099， DW=1.15885，臥lrbin'sh=2.35688 
98 TGG但く=EXP(-0.029708+0.695477九 OG円GCMK(-1)/TLCMK(-1))-0.013322
(-1.94076) 0.7092) (-0.475608) 
*Lα::;(PTGWP/PTGWPO*100/工CK))女TLO任く
66-90， R2= 0.836286， SER=0.025293， DW=1.76645， Durbin's h=0.607943 
99 RHE01W=-5.71919+0.071798吋 D但ー0.248835叩 αユ(円GWP/PTGWPO*100/(工CMWR*WP工/100)) 
(-44.0802) (15.2804) (-2.08121) 
75-95， R2= 0.980599， SER=0.069947， DW=1.21812 
100 GYOFLOOR=-71.6890+0.970488*GYOFLOOR(-l)+26.0814*Lα::;(XCM) 
(-1.91319) (67.0122) (2.66875) 
66-95， R2= 0.999808， SER=4.43327， 白川ニ1.49739 
101 EACM=EXP(-1.62601+0.734706九 OG(EACM(-1)/ELCM(-1))-0.338266九 OG(PTGWP/PELCM) )吃LCM
- 118 -
(-l.62232) (4.68116) (-1.57866) 
76-95， R2~ 0.963649， SER~0.063996 ， DW=1.49693， Durbin's h=1.22306 
102 MOCM~EXP(0.019498+0.914373*LOG(Mα:M (-1)/OLCM(-1))-0.075536*Lα::;(PFAWP/PFCWP) 
(0.609501) (26.8650) (-l.72388) 
+0.143766*D93)*OLCM 
(3.41723) 
66-95， R2= 0.963589， SER=0.039270， DW=1.33827， Durbin's h=1.79906 
103 HOCM=EXP(ー 0.118410+0.979567女Lα}(HOCM(-1)/OLCM(-1))+0.106739*Lα}(PFAWP/PFCWP) 
(-1.64627) (20.6437) (0.843063) 
-0.727709女D93)*OLCM 
(-6.45255 ) 
66-95， R2= 0.951316， SER=0.104161， DW=1.41907，ロxrbin'sh=1.45720 
104 TLRUH=EXP(6.06646+0.831824*LOG(D工/CPI)-0.248309*lζ氾(PKERE/CP工)+0.221040*Lαユ(KORE工)
(16.8553) (7.91213) (-7.59677) (2.46955) 
+0.531605E-03勺包ATDD)* (1-DANNETSU/100*0.46) 
(6.19573) 
65-95， R2= 0.959039， SER=0.044588， DW=0.614805 
105 TLRUC=EXP(-6.42409-0.185209*LOG(PLERE/CPI)+0.046443*COOLER 
(-9.27269) (-0.934772) (16.2491) 
-6.80743女LOG(LFRF2064))*EFF*COOLDD 
(-6.38004) 
70-95， R2= 0.977501， SER=0.109498， DW=1.52483 




68-95， R2= 0.991962， SER=0.040066， DW=2.27225， Durbin's h=-1.02837 
107 TLRUK=EXP(6.43121-0.306293*Lα::;(DI/CPI)-0.421092*Lα::;(PREK/CP工)) 
(36.0334) (-4.64474) (-3.54118) 
67-95， R2= 0.436769， SER~0.051709 ， DW=1.14902 
ユ08TLRUM=EXP(-l.17106+0.321487女LOG(DI/CP工)一0.155495*Lα::;(PLERE/CP工)
(-1.77121) (3.13501) (-3.41476) 
+0.546691*Lα::;(TLRUM(-l) )+0.924989*LC氾 (FLOOR)) 
(7.10858) (3.86217) 
66-95， R2= 0.997843， SER=0.016549， DW=1.88855， Durbin's h=0.161734 
109 ELRUH=EXP(ー 2.36639+0.217216*Lα}(PKERE/PLERE)+0.014734*HPUMP-O.382690*D79)*TLRUH
(-15.5634) (2.49387) (1ユ.7527) (-3.07300) 
65-95， R2= 0.844131， SER=0.120350， DW=1.18937 
110 ELRUW=EXP(0.344196+0.771586*Lαユ(ELRUW(-1)/TLRUW(-1))+0.129082*LOG(PKERE/PNERE)
(1. 61961) (41. 6519) (1.32098) 
+1.58887*Lα::;(KODATE))*TLRUW 
(4.10687) 
67-95， R2= 0.986879， SER=0.073645， DW=2.58560， Durbin's h=-1.64228 
111 TGRUH=EXP(-1.13535+0.632592*LOG(TGRUH(-1)/TLRUH(-1))+0.700626*Lα::;(PPGRE/PTGCP))*TLRUH 
(-2.60439) (4.56719) (1.35301) 
66-95， R2= 0.508116， SER=0.195077， DW=1.70842， Durbin's h=0.995566 
112 TGRUH=EXP(-1.02232+0.653999女Lα::;(TGRUH(-l)/TLRUH(-l))
(-2.60283) (5.25912) 
+0. 546127*LOG(PPGRE/PTGCP)-0.494614*D77) *TLRUH 
(1.16850) (-2.76153) 
66-95， R2= 0.605042， SER=0.174804， DW=1.84235， Durbin's h=0.347007 
113 PGRUW=EXP(-1.06170+0.328326女Lαユ(PGRUW(-1)/TLRUW(-1))-0.108139*Lα::;(PPGRE/CP工))*TLRUW 
(-9.45247) (18.1485) (-1.56430) 
71-95， R2= 0.93ユ884，SER=0.026176， DW=1.72086， Durbin's h=0.665418 
- 119 -




66-95， R2= 0.968596， SER=0.033144， DWニ2.05423，Durbin's h=ー0.418000
115 MORUW=EXP(ー 0.649457+0.547279九 OG(MORUW(-1)/TLRUW(-1))-0.339834E-02吋日但)吋LRUW
(-3.64338) (4.73450) (-2.39102) 
66-95， R2= 0.538445， SER=0.065327， DW=2.12964， Durbin's h=ー0.812407
116 SLRE=EXP(1.42917+0.942694*LOG(SLRE(-1)/SETA工(-1)女10)+0.564785*LOG(PTGCP/CPI))*SETAI
(6.34139) (34.9349) (4.46002) 
76-95， R2= .985667， SER = .075139， 白川=1.09026， Durbin's h = 1.90566 
117 HERE=EXP(O.987753+0.378637九αユ(HERE(-1)/SETAI(-1)*10)
(2.74677) (3.49515) 
+0.767041叩 OG(円 GCP/CPI)+0.342215叩 OGけffiCM)) *SETAI/10 
(3.02396) (3.71226) 
73-95， R2= 0.957780， SER=0.115879， DW=1.27421， Durbin's h=1.70530 
118 N工NKMA=EXP(-1.69867+0.456713叩 OG(GDP)+0.743790叩 α:;(NINKJI仏 (-1)) ) 
(ー2.22969) (2.64298) (10.2486) 
66-95， R2= 0.966020， SER=0.055580， DW=1.96221， Durbin's h=0.095829 
129 ELTR=EXP(1.43988+0.292665*Lα:;(GDP)ー 0.121152*Lα:;(PELDR/WPI*100)+0. 617329*Lα:; (ELTR ( -1) ) ) 
(4.78188) (5.36666) (-4.66335) (7.99489) 
76-95， R2= 0.993648， SER=0.011081， DW=1.87291， Durbin's h=ー0.198738
130 EATR=EXP(0.989774+0.214556*Lα:;(GDP)-0.061595*Lα:;(PFAWP/PELDR) 
(3.87044) (3.60677) (-2.44078) 
+0.685871*LOG(EATR(-1))-0.061164*D87) 
(7.83698) (-2.37980) 
66-95， R2= 0.990430， SER=0.024118， DW=1.87285， Durbin's h=0.097998 
131 PPAV=(-4.10213+0.749569*PCRIN/WPI-23.3208*Lα:; (HORF/OLRF) )台WPI
(-3.47232) (28.4599) (-22.9291) 
66-95， R2= 0.981191， SER=1.96098， 白川=1.27944
132 PGOWP=-1741.77+12.3312党PPAV-762.450*DUMOIL2+TC02*0.07839*9.2
(-3.89126) (108.492) (-1.60126) 
65-95， R2= 0.997584， SER=1203.92，開=1.73455
65-95， R2= 0.992876， SER=0.070601， DW=1.31352， Duどbin'sh=0.711334 
ユ33PFAWP=ー2310.17+12.0420*PPAV-3470.44*DUMO工L2+TC02*0.07911*9.3
(-4.70226) (96.5278) (-6.64046) 
65-95， R2= 0.996883， SER=1321.40， 白河=1.12763
134 PFCWP=-138.10B+9.22357*PPAV-3890.52*DUMOIL2-505.441*Tll但-1373.01*D95+TC02*0.08180*9.8
(-0.203799) (29.0133) (-2.44346) (-4.32459) (-0.803974) 119 NINKMV=EXP(5.02585+2.07133*Lα:;(DI/CPI)-0.227529*Lα:; (PGACP /CPI) ) 
(8.23944) (21.4132) (-3.22099) 
66-95， R2= 0.975352， SER=0.044623， DW=0.625784 
120 TON阻む=EXP(1.01291+1.16322*Lα:;(GDP)-0.218931*Lαユ((PGOWP+TGO)/WPI*100))
(1.15013) (19.1237) (-2.19211) 
65-95， R2= .959723， SER = .088496，開= .406042 
121 GAPSC=EXP(0.482636+0.754994九αユ侶APSC(-1)/NINKMV(-1))+0.416993女Lα::;(D工/CP工)
(2.36927) (10.0207) (2.58651) 
-0.423616E-02吋 lME-0.062274句 88)叩工NKMV
(-1.80645) (ー2.20970)
68-95， R2= 0.972025， SER=0.026873， DW=2.44971， Durbin's h=-1.36508 
122 GOCGC=EXP(-0.700822+1.40595*Lαユ(GDP)-0.109430*LOG((PGOWP+TGO)/WP工*100)
(-0.518318) (5.54970) (-3.94293) 
+0.385412*Lα3ωOCGC(-1))+0.3B5412女TH但)
(4.14177) (-1.50692) 
71-93， R2= 0.997177， SER=0.021506， DW=1.77744， Durbin's h=0.493925 
123 OOTR=EXP(5.82538+0.137917*Lα:;(GDP)-0.411261*LOG(PPGCP/CP工*100)
(2.26185) (1.56138) (-1.52839) 
+0.590042九α:;(OOTR(-1))+0.274521句 83)
(3.24824) (2.64409) 
70-92， R2= 0.518729， SER=0.095146， DW=1.81634， Durbin's h=0.847054 
124 HOTR=EXP(1.67105-0.109128*Lα:;(PFCWP/WPI女100)+0.934890女LOG(HぴTR(-1))-0.330870*D90)
(4.53194) (ー2.98439) (17.9953) (-4.53798) 
66-95， R2= 0.935190， SER=0.071468， DW=1.65503， Duどbin'sh=0.762469 
125 JETR=EXP(0.430678+0.194397*Lα:;(GDP)+0.806630*Lα:; (JETR ( -1) ) ) 
(2.88305) (1.95395) (12.8706) 
66-95， R2= 0.993099， SER=0.046018， DW=1.7304B， Durbin's h=0.502525 
126 GACGC=EXP(0.376559+0.904660九∞ぬACGC(-1)/TONKMC(-1})ー 0.641842E-02吋工阻)吋ONKMC
(0.969731) (11.1399) (-1.11995) 
66-95， R2= 0.986521， SER=0.072051， DW=0.737B64， Durbin's h=3.45645 
127 GOPSC=EXP(O.297362+0.766693九α3同OPSC(-1)/NINKMV(-1))-0.310648E-02勺工ME)叩工NKMV
(2.40142) (10.56B1) (-1.31615) 
66-95， R2= 0.959936， SER=0.049853， DW=1.54639， Durbin's h=0.981469 
128 GOPSR=EXP(3.36482-0.250671*Lα:;(住宅OWP+TGO)/WP工*100)+0.904409*LOG(GOPSR(-1)))
(5.27261) (-5.51792) (23.527B) 
65-95， R2= 0.9906B8， SER=1509.81，開=1.93431
135 PNAWP=1.02649*C工FNA-13962.2*D79+19.0474女WPI+TC02大0.07605*8.0
(32.1828) (-6.38940) (2.02354) 
65-95， R2= 0.9B5915， SER=2012.26，開=1.0B56B
136 PGACP=18240.2+8.64791*PPAV+27672.5*DUMOIL1-B654.31*DUMOIL2 
(10.2892) (12.0247) (8.14710) (-4.23009) 
-12274.0*D95+τロA+TC02*0.07658*8.4
(-2.56744) 
66-95， R2= 0.972239， SER=4534.54，開=1.78295
137 PKERE=0.11169B+0.133463E-02女PPAV+TC02*0.07748/1000
(0.392309) (20.4745) 
70-95， R2= 0.943593， SER=0.583280， DW竺1.08575
138 LORF=1032.40+1.05742*(LO工N+GATR+JETR-LOIM-LOEX)
(2.12422) (95.9592) 
65-95， R2= 0.996752， SER=689.711， 白川=0.856781
139 MORF=1509.74+0.995234*(MOFI-MOIM-MOEX) 
(2.67278) (104.720) 
65-95， R2= 0.997272， SER=1103.12， 日川=1.92366
140 HORF=1.04815*(HOFI-HOIM-HOEX-HOPU-HOAX) 
(321.457) 
65-95， R2= 0.997729， SER=1300.63， DW=1.44118 
141 OLRF=3360.98+1.01369川OLF工-OLIM-OLEX-OLPU-OLAX-OLHE-OLτローOLCK)
(1.69825) (94.7391) 
65-95， R2= 0.996668， SER=2416.11，四v=2.25405
142 CRRF=-1.02006*OLRF+5143.15*(HORF/OLRF) 
(-728.076) (6.57218) 
71-95， R2= 0.999811， SER=379.789， 日川=0.801155
143 CIFNA=1.05852*CIFCR+14051.3*D79 
(76.1485) (7.32103) 
65-95， R2= 0.990009， SER=1861.88，日々 =1.06216
144 PPGRE=-0.146993+0.645207*(PTGCP-TC02*C02τロUN/1000)+0.100155*CP工+TC02*0.06833/1000
(-0.445779) (12.4927) (11.9307) 
69-95， R2= 0.989767， SER=0.494615， DW=1.14209 
145 PPGCP=ー266.922+275.686*(PPGRE-TC02*0.06833/1000)+TC02*0.06833*0. 24 
???? ???? -121 -
(-2.21870) (37.7309) 
70-94， R2二0.983410，SER=162.116， DW=0.738692 
146 ICK=-0.267989+0.103838E-02*CIFCG+0.881677*(ICK(-1)-0.103838E-02女 (CIFCG(-l)-CIFCG(-l)))
(ー .112346) (5.80659) (31.0827) 
66-95， R2~ .977605， SER = 4.03589， 白川=1. 47659 
147 PCLPU=292.312+0.663541*PCLAV+0.367836*PCLPU(-1) 
(1.33625) (13.1712) (7.86753) 
70-95， R2= 0.987829， SER=410.005，間=1.51888，Durbin's h=1.10273 
14800NE=EXP(6.69606+0.442444*LOG(GDP)-0.105483*Lα}(PPAV/WPI)+1.36717女 (GDP/GDP(ー 1)-1) ) 
(21.5309) (11.6624) (-2.92854) (2.68057) 
75-95， R2= .909716， SER = .031984，口N= 1. 25964 
149 DELPKS=(1.32441川EPIN+EPTR)+2.50677川EPCM-ELCMC)+3.79945叩 LCMC
(9.78884) (4.31331) (1.57538) 
+1.61267* (ELRE-TLRUC*SETAI/10) +6. 37575*TLRUC*SETAI/10) * 1E7/860/8760 
(2.30751) (3.05076) 
70-95， R2= 0.997584， SER=1663.96，開=1.92280
150 DELTL=一22829.1+11.7535*EPF工
(-7.72557) (181.056) 
70-95， R2= 0.999238， SER=4075.64， DW=0.45ユ295
151 SELPK=EXP(0.135631+0.994061*Lαユ(DELTL)-0.224229E-02*LOG(SELNU/SELTL))
(3.72652) (381.066) (-2.07035) 
70-95， R2= 0.999976， SER=0.149716E-02，日N=2.04180
152 SELTL=915.251+0.012270*DELPKS+0.880579*SELTL(-1) 
(9.44770) (3.71911) (32.8293) 
71-95， R2= 0.998807， SER=135.811，開二1.75053，Durbin's h=0.513105 
153 HELTL=53.3062+0.129221*EPFI 
(4.88259) (538.778) 
70-95， R2= 0.999914， SER=15.0579，開=1.90815
154 CLPU=-999.881-21.2999勺l.ELTL吃HCL
(-6.81179) (-82.6371) 
70-95， R2= 0.996352， SER=391.713， DW=0.427051 
155 CKPU=-161.551-20.9307斗IELTL*SHα}+551.633*D95
(-2.09650) (-49.8253) (4.94953) 
70-95， R2= 0.990271， SER=105.680， DW=0.990271 
156 NGPU=-22.6587勺l.ELTL*SHNG+10344.デ SCCNGPU
(-347.646) (10.0830) 
70-95， R2= 0.999886， SER=154.021， DWニ0.779685
1570TPU=-22.5413勺l.ELTL*SHOT
(-376.466) 
70-95， R2ニ 0.998085，SER=661.738， DW=0.136550 
158 PELTL=101.892ぺJCTL+TC02*C02EPUN/1000000
(350.977) 
70-95， R2ェ 0.998088，SER=0.261250， DW=1.96261 
159 PELDT=4.75443+1.01908*PELTL+TC02*C02EPUN/1000000 
(19.8563) (76.5423) 
70-95， R2= 0.995750， SER=0.391953， DW=0.417736 
160 PELDR=-1.03245+ユ.00654*PELTL-0.042794*TlME+TC02*C02EPUN!1000000 
(ー21.9210) (262.765) (-14.5125) 
70-95， R2= 0.999820， SER=0.076352， DW=0.693888 
161 PELCM=ー0.092697+1.34229*PELTL+0.126870女 (PTGWP-TC02*C02TGUN/1000)
(-0.531329) (41.2751) (3.08203) 
-0.135152*T百也+TC02吋 02EPUN/1000000
(-7.38399) 




70-95， R2= 0.980585， SER=0.992892， DW=1.13970 
163 PNERE=-0.701803+ユ.04506*PELTL-33.3055*SELNU/SELTL+TC02*C02EPUN/1000000
(-1.20439) (19.4533) (-6.51362) 
70-95， R2= 0.960923， SER=0.937597， DW=ユ.55145
164 UCFU=0.687265E-02+0.117096*UCTH+0.110688*UCFU(-1) 
(6.54560) (23.6368) (2.99751) 
71-95， R2= 0.991032， SER=0.242887E-02， 白川=1.11467，Duどbin'sh=1.67800 
165 UCLA=0.555880E-02+0.894100E-04*CPI+0.241337*UCLA(-1)+0.253487E-02*DUMO工L1
(7.31434) (4.31799) (1.99016) (5.19231) 
71-95， R2= 0.978636， SER=0.517108E-03，開=1.46707，Durbin's h=1.56133 
166 UCCA=EXP(-3.28006+0.246095*LOG(SELTL(-1)安WP工(-1)/100)+0.672829*Lα}(UCCA ( -1) ) ) 
(-4.62727) (4.46876) (10.3401) 
71-95， R2= 0.985494， SER=0.052713， DW=1.68586， Durbin's h=0.611703 
167 UCRPニEXP(-5.90603+0.434823女LOG(SELTL(-1)*WPI(-1)/100)+0.543060*Lα}(UCRP ( -1) ) ) 
(-4.99194) (4.88305) (6.11110) 
71-95， R2二0.972454，SER=0.087428， DW=2.14934， Durbin's h=-0.440546 
168 UCαT=-0.402884E-02+0.096987*UCTL+0.647922*UCOT(-1) 
(-1.36160) (3.81244) (6.61413) 
71-95， R2= 0.920599， SER=0.429095E-02，開=2.38651，Durbin's h=-1.26095 
169 REPU=93.9784-8.45844吋工阻-68.7667句 95
(12.7111) (-23.9067) (-6.38134) 
74-95， R2= 0.975289， SER=9.81784， 四川=0.860352
170 ELPU=837.478+1.09399*EPF工-340.915*D74
(19.3093) (1072.70) (-3.87102) 
65-95， R2= 0.999974， SER=86.1719， 白川=1.50701
171 RCROLPU=-0.630802+0.866213*RCROLPU(-1)ー 0.254949*Lα}(PCRIN/PFCWP) 
(-1.94024) (24.3857) (-1.81742) 
66-95， R2= 0.954991， SER=0.133075， DW=1.66541， Durbin's h=0.690607 
172 GCFUTG=0.782652*PTLTG+0.559288*GCFUTG(-1)+1.75574*D74 
(5.79792) (7.55472) (3.42562) 
69-95， R2= 0.956907， SER=0.490598， DW=0.745513， Durbin's h=3.33392 
173 CCPTG=EXP(0.883670+0.364622*Lα:;(TGF工)+0.678709女Lα:;(CCPTG (-1) /WP工(-1)*100))大WP工/100
(3.06354) (2.10268) (5.10885) 
70-95， R2= 0.988402， SER=0.058416， DW=1.74823， Durbin's h=0.870419 
174 GCLATG=0.031693+0.461542勺 CLATG(-1)+0.954032E-02*CP工-0.012224*Tll四
(0.823493) (3.37330) (4.82541) ト3.10477)











65-95， R2= 0.999868， SER=0.038477，凶作1.01384 
177 RNGTG=0.139137+0.931569*RNGTG(-1) 
(6.21187) (43.7024) 




70-95， R2= 0.996073， SER=0.066792， DW=2.34774， Durbin's h=-1.09898 
179 RLOTG=-0.116114+0.998436女RLαrc;(-1)
(-1.25053) (29.5386) 
70-95， R2= 0.972115， SER=0.218671， DW=1.57523， Durbin's h=0.956376 
180 TTTG=-1599.69-0.895055什 TGF1-TGHE)
(-36.1632) (ー227.757)
65-95， R2= 0.999422， SER=113.160， 白川=0.665255
181 RSLTG=1.06207*CTLTG 
(107.864) 
65-95， R2= 0.993212， SER=63683.9， 白川=0.597002
182 TTCK=-1.18105*CKCK 
(-408.986) 
65-95， R2= 0.993417， SER=659.268， DW=0.596695 
183 CKCK=1.12222女 (CKF1-CKEX-CK1M-CKPU-CKAX-CKTG)
(246.576) 
65-95， R2= 0.982853， SER=925.640，開=0.829127
184 CKSC=424.533-0.094022*CKCK 
(5.23246) (-47.5162) 
65-95， R2= 0.986881， SER=74.5543， 日川=0.986881
185 OLCK=EXP(-0.297395+0.841680*Lα:;(OLCK(-1)!TTCK(-1))+0.319624*Lαユ(C1FCG/C工FPG))*TTCK 
(-0.523469) (6.44547) (3.10113) 
72-95， R2= 0.647708， SER=0.138778， DW=2.22351， Durbin・sh=-1.05119 
186 OLSC=1282.02-0.059169*OLRF 
(1.79495) (-15.8056) 
65-95， R2= 0.892403， SER=858.281， ロ刈=0.213559
187 TGHE=-EXP(-0.236697+0.989442九 OG日-IEFI)) 
(-1.03929) (21.5866) 
75-95， R2= 0.958761， SER=0.105633， DW=1.80621 
188 EL1宙=-EXP(-5.85772+1.71650*Lα3旧EF工)) 
(-19.0220) (27.6964) 




65-95， R2= 0.996261， SER=144.762， 白川=0.440768
197 OLEX=ーEXP(2.84595+0.853160*Lα:;(ーOLEX(-1))-0.168700*Lα:;(PFCWP/WP1*100)
(3.06157) (1l.8429) (-4.03158) 
+1.12702*(LORF/OLRF)) 
(1. 69906) 
66-95， R2= 0.879645， SER=0.090666， DW=1.79688， Durbin・sh=0.514703 
1980LIM=EXP(2.65295+0.730010*LC氾 (OL工M(-1))-0.059478*Lα:;(PFCWP!WP工*100)
(2.21919) (5.87754) (-0.954936) 
+2.65025*(LOF1/OLF1)) 
(1. 66755) 
66-95， R2= 0.893211， SER=0.127024， DW=1.59225， Durbin's h=1.12696 
199 D1=EXP(ー 0.377822+0.546816叩〈氾(D工(-1)/CP工(-1))+0.173428叩 α:;(GDP))吋P工
(-3.14287) (6.81157) (4.49018) 





























65-95， R2= 0.987600， SER=1467.58，開=1.38390
191 CRPR=1.00862*(CRFI-CRRF-CRPU-CRTG) 
(744.141) 
65-95， R2= 0.998957， SER=1577.22，開=0.567352
192 NGPR=1.01281ペNGF工-NGPU-NGAX-NGTG)
(540.735) 
65-95， R2= 0.999760， SER=328.982，ロN=1.74355 
193 OLAX=EXP(0.857685+0.897571*Lαユ(OLAX(-1)!TTAX(-1))-0.090388*LOG(PFCWP!WP工*100))*TTAX
(6.73063) (27.7785) (-7.22219) 
66-94， R2= 0.966884， SER=0.030960，間=1.67684 
194 CKAX=-EXP(1.80798-0.088078*Lα:; (C工FCG/WP工*100)+0.873046*Lα:;(ーCKAX(-l))) 
(3.09935) (-2.17129) (23.5796) 




65-95， R2= 0.999176， SER=144.876， DW=0.416310 
21 EAFD=ELFD*EXP (LSEAFD) 
22 TLFD=XFD安EXP(LGTLFD) 
23 1FD=(C工FCL!C工FCLO*CLFD+ICK/工CKO*CKFD+PFAWP!PFAWPO*MOFD+PFCWP/PFCWPO*HOFD










































+EXP (LSMOCH) +EXP (LSOOCH) * (l+EXP (RLOOOCH) ) +EXP (LSNGCH) +EXP (LSτ'GCH)+EXP(LSELCH)) 
4500CH=(TLCH-CRCH-RECH)*EXP(LSOOCH)/(EXP(LSCLCH)会 (l+EXP(RCLHOCH))+EXP(LSCKCH)
+EXP(LSMOCH)+EXP(LSOOCH)*(l+EXP(RLOOOCH))+EXP(LSNGCH)+EXP(LSTGCH)+EXP(LSELCH)) 
46 NGCH=(TLCH-CRCH-RECH)*EXP(LSNGCH)/(EXP(LSCLCH)女(1 + EXP (RCLHOCH) ) + EXP (LSCKCH) 





























+EXP(LSHO工R)* (1+EXP (RMOHO工R))+EXP(LSOOIR)+EXP(LSτロ工R)+EXP(LSEL工R)) 
63 CK工R=(TL工RNGTR)*EXP(LSCTIR)/(l+EXP(RCLCKIR))/(EXP(LSCTIR)













71 工PM=(CIFCL/CIFCLO女 (CLIR+CLAL)+工CK/工CKO*(CKIR+CKAL)+PFAWP/PFAWPO女 (MOIR+MOAL)













/ (EXP (LSCIQ仏)+ EXP (LSMOMA)合(1 + EXP ( -RMOTGl>仏))+EXP(LSHOMA)+EXP(LSooMA)+EXP(LSEil仏)) 
82 MOMA= (Til仏ーCLMA)叩 XP(LSMOMA)
/ (EXP(LSCIQ1A) +EXP(LSMOMA) * (l+EXP(-RMOTQ仏)) +EXP (LSHOMA) +EXP (LSOOMA) +EXP (LSELMA) ) 
83 HOMA= (TU仏 -CLMA)*EXP(LSHOMA)
/ (EXP (LSCKMA) +EXP (LSMOMA) * (l+EXP (-RMσI'GT仏)) +EXP (LSHOMA) +EXP (LSOOMA) +EXP (LSELMA) ) 
84 OOMA= (TLMA-Cil1A) *EXP (LSOO日A)
/(EXP(LSC悶1A)+EXP (LSMOMA) * (ユ+EXP ( -RMOTG!'仏))+EXP (LSHOMA) +EXP (LSOOMA) +EXP (LSELMA)) 
85 TG!'1A= (TLMA-CLMA) *EXP (LSMOMA-RM'αrG}仏)
/(EXP(LSC阻1A)+EXP (LSMOMA) * (1+EXP (RMぴI'GMA)) +EXP (LSHOMA) +EXP (LSOOMA) +EXP (LSELMA) ) 
86 Eil仏=(TLMA-C日仏)叩XP(LSE日仏)






『?? ? ? 】
/(CLMA+CKMA+MOMA+HOMA+OOMA+TGMA+ELMA) 
90 CKσT=(TLOT-CLOT-TGOT)*EXP(LSCKびf)/(EXP(LSCKσT)+EXP(LSLOOT)






+EXP(LSMOOT) * (l+EXP(-RMOHOσT))+EXP(LSαコOT)+EXP(工JSNGOT)+EXP (LSELOT) ) 
94 OOOT=(TLOT-CLOT-TGOT)*EXP(LSαコσr)/(EXP(LSCKσr)+EXP{LSLOOT)




+EXP (LSMOOT) * (l+EXP (-RMOHOσr))+EXP(LSαコOT)+EXP(LSNGOT)+EXP(LSELOT))






















































































































































0[1]丞E笠:エネルギー原単位の日米比較， エネルギー・資源学会誌， Vol. 14， No. 6， pp. 574-581， 
1993年1月
0[2] K. Yamaji， R. Matsuhashi， Y . Na!2at~ and Y. Kaya: A study on economic measures for C02 reduction in 
Japan， Energy Policy， Vol. 21， No. 2. pp. 123-132，1993年2月
0[31 丞旦豊:エネルギー間競合モデル， 電力経済研究， No. 35， p. 93-105， 1995年12月
[4]後藤和夫， 内山洋司， 丞旦皇， 藤井靖彦:電源構成を考慮、した太陽光発電の導入評価分析，
電気学会論文誌B，Vol. 115， No.12， pp.1438-1446， 1995年12月.
0[5]Y NaQat~: The US/Japan comparison of energy intensity. Estimating the real gap， Energy Policy. Vol. 
25， No. 7-9， pp. 683-691， 1997年7月
0[6] 高橋雅仁，浅野浩志，丞E豊:生産習熟効果を考慮した統合型資源計画モデルによる蓄熱式空
調機器の普及規模と費用対効果の分析， 電気学会論文誌B，Vol. 119， No. 2， pp. 268-275， 
1999年2月
B.その他の論文・報告書等
[1 ] 丞旦豊， [1地憲治，楼井紀久:課徴金によるC02抑制効果と経済的影響の分析， 電力中央研究
所報告， Y91002， 1991年8月
[2] Y. Na四t~: Comparative Analysis of Energy Intensity between the U.S. and Japan， CRIEPI Report， pp.9， 
1993年6月
[3] 丞毘豊:自然エネルギーの将来展望と原子力とのベストミックス，日本原子力学会誌， Vol. 36， 
























資源、学会第14回エネルギーシステム ・経済・環境コンファレンス，東京， 1998年1月. [本発表に
て第2回茅奨励賞を受賞〕




[1] X Nagatg， O. Kumakura， Y.F吋iand 1.Matsukawa: Modeling Inter-fuel Competition in Japan， Joint 
IFACIIFORS/IAEE International Symposium on Energy Systems， Management and Economics 
(ESME89)， Tokyo， 1989年10月
[2] Y. Uchiyama and Y.NaQatg_: Economic Analysis of the Energy Storage Technologies in the Electric 
Generation Mix， IFAC/IFORS/IAEE International Symposium on Energy Systems， Management and 
Economics (ESME89)， Tokyo， 1989年10月
[3] M. Takahashi， X Naga~ and Y. Uchiyama: Economic impact of thermal storage equipment on the 
generating cost in Japan， IEW/JSER International Conference on Energy， Economy， and Environment， 
Osaka， 1996年6月
[41 M. Takahashi， H. Asano and Y.Nagatg: Optimal Penetration Policy and Cost-Effectiveness of Demand-
side Technologies in an Electric Power System by Integrated Resource Planning Model， IAEE 19th Annual 
North American Conference， Albuquerque， 1998年10月
[5] C. Muralくoshi，Y. Nagatg， H. Nakagami and Y. Noguchi: Revision of Japanese Appliance Energy 
Efficiency Standards -A New Top-Runner Approach-， European Council for an Energy-Efficient Economy 
Summer Study 1999， Mandelieu， 1999年6月(予定)
-133 -
